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11月１日現在

人 の う ご き
      

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎�2111（内線234）

　65回目を迎えた指宿温泉祭。恒例のハンヤ踊りで
は職場やサークル仲間、子ども会など多くの市民が
街中を賑

にぎ

わせました。このハンヤ踊りでは、毎年踊
り連コンテストが開催され、工夫を凝らした衣装や
躍動感あふれる団体を表彰しています。今年はひば
り保育園の皆さんら５団体が入賞しました。

活 気あふれるハンヤ踊り
指宿温泉祭が開催

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

指宿地域
12月１日～２日 ㈱出口組　　 ☎㉖2105
  　　　（夜・休☎㉖2165）
　　 ３日～９日 ㈱九水　　　 ☎㉕5773
  　　　（夜・休☎㉒6603）
　　 10日～16日 中川水道㈲　 ☎㉕2706
　　 17日～23日 ㈱岩野建設　 ☎㉓3302
  　　　（夜・休☎㉔3538）
　　 24日～26日 中村設備　　 ☎㉒3013
　　 27日  ㈱岩野建設　 ☎㉓3302
  　　　（夜・休☎㉔3538）
　　 28日  ㈱福尚　　　 ☎㉒4529
　　 29日  ㈱出口組　　 ☎㉖2105
  　　　（夜・休☎㉖2165）
　　 30日  中村設備　　 ☎㉒3013
　　 31日  中川水道㈲　 ☎㉕2706
１月１日  ㈱川路建設　 ☎㉖2077
　　　　　　 （夜・休☎080-5240-2077）
　　 ２日  ㈲上林山組　 ☎㉕5515
　　　　　　 （夜・休☎090-2511-4331）
　　 ３日  ㈲山王水道工事店☎㉔3557

山川地域
12月  ㈱蔵薗組　　 ☎㉟2231
１月  ㈱市山組　　 ☎㉟9321

開聞地域
12月  ㈲中村組　　 ☎㉜2228
１月  永吉建設㈱　 ☎㉜3181

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

税の種類 期　　別
固定資産税・都市計画税 ４期
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

６期

口 座 振 替 日 12月25日（火）
納付書での納期限 12月25日（火）

総人口　43,634 人　 （−  32）
　男　　19,875 人　 （−  26）
　女　　23,759 人　 （−   6）
世帯数　19,179 戸　 （−  16）

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

医療機関名（診療科） 電話番号

12月２日（日）【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】今奈良医院（※）

☎㉒2231
☎㉒3567

12月９日（日）【外科】木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック
【内科】指宿さがら病院

☎㉓3940
☎㉒3079

12月16日（日）【外科】長野整形外科クリニック
【内科】指宿おおしげ内科（※）

☎㉓3291
☎㉓0788

12月23日（日）【外科】生駒外科医院
【内科】指宿浩然会病院（※）

☎㉒3059
☎㉒3295

12月24日（月）【外科】田畑クリニック（※）
【内科】橋口医院

☎㉔5131
☎㉟0022

12月29日（土）【外科】木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック
【内科】宮薗病院（※）

☎㉓3940
☎㉜2001

12月30日（日）【外科】今林整形外科病院
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉒2710
☎㉟0101

12月31日（月）【外科】田畑クリニック（※）
【内科】指宿さがら病院

☎㉔5131
☎㉒3079

１月１日（火）【外科】生駒外科医院
【内科】指宿温泉病院

☎㉒3059
☎㉕3653

１月２日（水）【外科】今林整形外科病院
【内科】福岡医院（※）

☎㉒2710
☎㉜2022

１月３日（木）【外科】指宿脳神経外科
【内科】肥後病院（※）

☎㉗1177
☎㉒4148

薬局名 電話番号
12月２日（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

12月９日（日） イブスキ薬局
三愛調剤薬局

☎㉔4516
☎㉔4715

12月16日（日） 指宿市民薬局 ☎㉖4189

12月23日（日） チェリー調剤薬局
わたせ薬局

☎㉔3705
☎㉒4739

12月24日（月） 南九州薬局指宿店
しのはら薬局

☎㉓4689
☎㉟2757

12月29日（土） イブスキ薬局
かいもん・トミタ薬局

☎㉔4516
☎㉜5234

12月30日（日） なのはな薬局 ☎㉔1111

12月31日（月） 南九州薬局指宿店
三愛調剤薬局

☎㉓4689
☎㉔4715

１月１日（火） チェリー調剤薬局 ☎㉔3705
１月２日（水） そうごう薬局指宿店 ☎㉒1021
１月３日（木） なのはな薬局 ☎㉔1111

歯科医療機関名 電話番号
12月30日（日） 北薗デンタルクリニック ☎㉒6401
12月31日（月） いぢち歯科医院 ☎㉔5530
１月１日（火） そのだ歯科医院 ☎㉒3561
１月２日（水） 上野歯科医院 ☎㉔3145
１月３日（木） 浜田歯科医院 ☎㉜5353

長期休日当番歯科医（診療時間９時～12時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

月日

月日

月日

項目

項目

項目

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。
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主な記事
　Ｐ２～Ｐ３……グラフいぶすき２０１２
　Ｐ４～Ｐ５……指宿温泉祭フォト
　Ｐ６～Ｐ７……自立・共生の社会を目指して
　Ｐ８～Ｐ13……健幸のまちを目指して４
　Ｐ14……………地球温暖化防止月間
　Ｐ15……………年末年始のごみ収集
　Ｐ16……………保留地の売却
　Ｐ17……………衆議院議員総選挙
　Ｐ20……………市民体育祭フォト
　Ｐ21～Ｐ23……まちの話題
　Ｐ24～Ｐ29……情報掲示板
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山川みなと祭り 開聞そうめん夏祭り ロンドン五輪サッカー観戦

「指宿のたまて箱」20万人突破

ロックハンプトン交流事業

いぶすき千本旗プロジェクト

まちなかビアガーデン

篤姫（於一）の銅像

福元美穂さんに市民栄誉賞

いぶすき菜の花マラソン大会

「はやぶさ」帰還カプセル展

株式会社「指商」設立

全国選抜ゲートボール大会

１月
○第31回いぶすき菜の花マラソン大会（８日）
○第20回いぶすき菜の花マーチ（21日・22日）
□サッカー日本女子、澤穂希さんが世界最優秀選手に（12日）
２月
○市立図書館電算システム運用開始（１日）
○サッカーＪ１浦和レッドダイヤモンズが合宿（９日～19日）
○小惑星探査「はやぶさ」帰還カプセル展（25日～28日）
○県下一周駅伝で躍進賞を獲得（25日～29日）
○いぶすき菜の花オープンゴルフ大会が初開催（25日）
３月
○九州オルレ開聞コースを設置（３日）
○北指宿中学校体育館落成式（13日）
○「指宿のたまて箱」開業１周年記念イベント（17日）
○比島戦没者慰霊祭（27日）

６月
○いぶすき千本旗プロジェクトが始動（２日）
○第79回山川みなと祭り（３日）
７月
○市消防操法大会（１日）
□鹿児島県知事に伊藤氏３選（８日）
○ロックハンプトンの学生がホームスティ（６日～13日）
○市文化協会が40周年記念式典（22日）
□イギリスでロンドン五輪が開幕（28日）
８月
○千歳市交流事業（４日～７日）
□ロンドン五輪でサッカー日本女子が銀メダル獲得（10日）
○第44回開聞そうめん夏祭り（12日）
○魚見小が福島県川内村の児童らと交流（22日）
○まちなかビアガーデン（25日）

９月
○隼人松原公園で篤姫（於

お か つ

一）銅像除幕式（９日）
○第67回さつま鰹

かつお

節産地入札即売会（13日）
10月
○いぶすき子ども映画祭（13日）
○第７回市民体育祭で山川地域が２連覇（21日）
○第65回指宿温泉祭（27日・28日）
11月
○指商デパートが開催、指商レストランを初出店（４日）
○第４回いぶすきマルシェ（10日・11日）
○第11回いぶすきふれ愛フェスタ（11日）
○福元美穂さんに２回目の市民栄誉賞を授賞（20日）
○「指宿のたまて箱」の乗車が20万人達成（20日）
12月
○第27回いぶすき産業まつり（１日・２日）

４月
○道の駅山川港「活

い

お海道」がリニューアルオープン（１日）
○高校では初の株式会社「指商」が設立（２日）
○改修した市営陸上競技場で記念式典・イベント（８日）
○第15回九州オールドカーフェスタin指宿かいもん（15日）
○指宿広域汚泥リサイクルセンターが供用開始（19日）
□佐多岬沖で高速船クジラ衝突事故（22日）
○第５回アロハ宣言セレモニー＆アロハウオーク（29日）
５月
○龍宮神社の本殿落成式（６日）
○第26回指宿トライアスロン大会（20日）
○金環日食観察会（21日）
□東京スカイツリーが開業（22日）
○第９回いぶすきフラフェスティバル（25日～27日）
○第27回全国選抜ゲートボール大会（26日・27日）

グラフいぶすき2012
  ～この１年を振り返る～
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～この１年を振り返る～
グラフいぶすき 2012
師走。もう少しで2012年が終わります。みなさん、今年１年はいかがでしたか？
寒さもだんだん厳しくなり、冬を実感します。年の瀬に向かって慌ただしさが増すようになりました。
今年は、陸上競技場の改修記念式典やロンドン五輪、全国選抜ゲートボール大会の開催など、例年以上に
スポーツに沸いた１年でした。指宿のこの１年を広報写真で振り返ります。
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高速船クジラ衝突事故さつま鰹節産地入札即売会
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市
内
を
巡
行
。
今
年
は

囃は
や
し子
方
を
乗
せ
た
山
車
も
初
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

メ
ー
ン
会
場
で
は
、
２
代
目
菜
の
花
レ

デ
ィ
の
初
披
露
や
姉
妹
・
友
好
都
市
セ
レ

モ
ニ
ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

内
や
そ
の
周
辺
に
は
露
店
が
立
ち
並
び
、

子
ど
も
は
も
と
よ
り
、
童
心
に
帰
っ
た
大

人
た
ち
も
祭
の
雰
囲
気
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

祭
初
日
の
最
後
は
、
指
宿
港
内
の
３
カ

所
か
ら
同
時
に
打
ち
上
が
る
大
パ
ノ
ラ
マ

花
火
が
指
宿
の
夜
空
を
彩
り
観
客
を
沸
か

せ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
ダ
ン
ス
や
郷
土
芸
能
、
空

手
演
舞
な
ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ

れ
る
と
と
も
に
、
ス
パ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０

１
２
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ー
ス

に
は
約
２
５
０
人
が
出
場
し
、
参
加
者
は

桶お
け

を
片
手
に
海
岸
線
を
走
り
爽
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ハ
ン
ヤ
踊
り
で
は
、
33
連
約
１
，

２
０
０
人
も
の
踊
り
手
た
ち
が
、
ハ
ッ
ピ

や
浴
衣
、
個
性
豊
か
な
衣
装
に
着
飾
り
、

Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
前
や
商
店
街
を
踊
り
歩
き
ま

し
た
。
福
元
美
穂
さ
ん
の
お
面
を
付
け
た

集
団
も
登
場
す
る
な
ど
、
温
泉
の
恵
み
に

感
謝
す
る
祭
り
に
、
街
中
が
活
気
に
あ
ふ

れ
ま
し
た
。

写真左から久保葵（池崎）さん、大久保桃子
（潟山）さん、有村春香（宮ヶ浜）さん　　

軽快に、ヨッ!!
初代菜の花レディの２人
１年間お疲れさまでした

威勢のいい男衆の掛け声が響く

みんな、気合入れて行くよー みんなで踊れや、歌えや ひと際、観客の目を引きました カラフルな衣装で 声を合わせ元気よく踊る

猿田彦命を先頭に山車や神輿の列が続く

子どもたちと祭りを楽しむ

鮮やかなハッピと叩
たた

くしゃもじで祭を盛り上げる ハンヤ踊りに多くの市民が参加祭はこれからと、全員の気合が入る子どもたちも元気にワッショイ

姉妹・友好都市からプレゼント

匂いと煙が空腹を誘う

かわいいウサギたちのダンス

かわいいのが取れたね

商工会議所の今林会頭が
ハンヤのスタートを宣言 曲に合わせて

旗持ちはまかせろ 一生懸命踊っています

奏でる囃子に　高鳴る鼓動　　
湯の郷いぶすき　心おどる夢一夜
祭

第65回

１年間よろしくお願いします

２代目いぶすき菜の花レディ

指宿温泉
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療
育
手
帳

　

中
央
児
童
相
談
所
、
ま
た
は
知
的
障
害

者
更
生
相
談
所
で
知
的
障
害
で
あ
る
と
判

定
さ
れ
た
人
に
対
し
、
療
育
手
帳
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

療
育
手
帳
に
は
、
障
害
の
程
度
に
よ
り

Ａ
１
（
最
重
度
）、Ａ
２
（
重
度
）、Ｂ
１
（
中

度
）、Ｂ
２
（
軽
度
）
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

一
定
の
精
神
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
手
帳
で
、
自
立
し
た
生
活
や

社
会
参
加
の
た
め
の
各
種
支
援
・
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

障
害
の
程
度
に
よ
り
、
１
級
か
ら
３
級

ま
で
の
区
分
が
あ
り
、
手
帳
を
取
得
す
る

こ
と
で
、
区
分
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
医

師
の
診
断
書
に
よ
り
取
得
し
た
手
帳
で
あ

れ
ば
、
自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）

の
支
給
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　

資
格
の
認
定
と
受
給
資
格
者
証
の
交
付

を
受
け
た
上
で
、
各
種
健
康
保
険
で
認
め

ら
れ
た
医
療
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担

金
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。
医
療
機
関
に

よ
る
証
明
ま
た
は
領
収
書
（
原
本
）
な
ど

が
必
要
で
す
。

対
象
者

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
1
級
ま
た
は
2
級

の
所
持
者

○
判
定
機
関
で
知
能
指
数
が
35
以
下
（
療

育
手
帳
の
Ａ
１
、
Ａ
２
の
所
持
者
）
と

判
定
さ
れ
た
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
３
級
を
有
し
、
か

つ
判
定
機
関
で
知
能
指
数
が
50
以
下（
療

育
手
帳
の
Ｂ
１
の
所
持
者
）
と
判
定
さ

れ
た
人

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
満
20
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
対
象
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
た
と
き

○
障
害
を
支
給
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

○
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当

　

重
度
の
障
害
が
あ
る
在
宅
者
で
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
に
特
別
な
介
護
を
必
要

と
す
る
人
に
対
し
、
所
得
保
障
の
一
環
と

し
て
、
自
立
と
生
活
の
基
盤
を
確
立
す
る

た
め
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
が
一
定
の
額
を
超
え
る

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

補
装
具
費
の
支
給

　

事
前
の
申
請
に
よ
り
必
要
と
認
め
ら
れ

る
と
、
車
い
す
や
義
肢
、
補
聴
器
等
、
対

象
と
な
る
補
装
具
の
購
入
や
修
理
に
掛
か

る
費
用
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
原
則
と
し
て
、

１
割
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
所
得
に

応
じ
て
一
定
の
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
表
）

　

在
宅
で
訪
問
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
と
、

通
所
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て
利
用
す
る

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
に
掛
か
る
費
用
の
1
割
は
、

原
則
と
し
て
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担
上
限
額
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
と
負
担
上
限
月
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業

　

地
域
や
利
用
者
の
実
情
に
応
じ
、
障
害

の
あ
る
人
の
地
域
生
活
を
支
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
相
談
支
援
事
業
（
左
囲
み
参
照
）

○
日
常
生
活
用
具
の
給
付
（
ス
ト
マ
用
装

具
・
盲
人
用
時
計
・
入
浴
補
助
用
具
等
）

○
移
動
支
援
事
業
（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
）

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
（
手

話
通
訳
派
遣
等
）

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
創
作

活
動
・
生
産
活
動
・
社
会
交
流
の
場
の

提
供
）

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　

心
身
障
害
者
の
保
護
者
の
相
互
扶
助
の

精
神
に
基
づ
き
、
保
護
者
が
生
存
中
掛
金

を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
が
死

亡
し
た
場
合
な
ど
に
障
害
者
に
終
身
年
金

を
支
給
す
る
任
意
の
制
度
で
す
。

そ
の
他
民
間
企
業
等
の
サ
ー
ビ
ス

　

障
害
が
あ
る
人
に
対
し
民
間
企
業
等
が
、

手
帳
の
種
類
・
等
級
に
応
じ
て
独
自
の
割

引
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
の
旅
客
運
賃
割
引

○
航
空
運
賃
割
引

○
有
料
道
路
通
行
料
金
割
引

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
免
除

○
税
制
上
の
優
遇
措
置

○
携
帯
電
話
割
引　
　
　
　
　
　
　

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
割
引
制

度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
４
（
内
線
１
１
９
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

障
害
者
を
支
え
る
制
度
等

み
ん
な
の
優
し
さ
が
大
き
な
力
に

訪問系サービス（在宅での訪問や通所などの利用サービス） 日中活動系サービス（入所施設等で昼間の活動を支援するサービス）
（表）各種障害福祉サービス

居住系サービス（入所施設で住まいの場としてのサービス）

介護給付　障害程度が一定以上の人に対し、生活上または療養上、必要な介護を行います（障害程度区分の認定が必要です）。
訓練等給付　身体的または社会的なリハビリテーションや就労につながる支援を行います。
障害児通所給付　療育を必要とする未就学児および小・中・高等学校へ通う障害児の放課後または休業日の支援を行います。

障害児支援（昼間や放課後等の活動を支援するサービス）

給付の種類 サービスの名称

介 護 給 付 居宅介護（ホームヘルプ）、重度訪問介護、行動援護、
短期入所（ショートステイ）、重度障害者等包括支援

給付の種類 サービスの名称
介 護 給 付 療養介護、生活介護、児童デイサービス

訓 練 等 給 付 自立訓練（機能訓練・生活訓練）、就労移行支援、
就労継続支援

給付の種類 サービスの名称
介 護 給 付 共同生活介護（ケアホーム）、施設入所支援
訓 練 等 給 付 共同生活援助（グループホーム）

給付の種類 サービスの名称
障害児通所給付 児童発達支援、放課後等デイサービス

障害者相談支援事業の
ご　案　内

　情報の提供や助言、関係機関と
の連絡調整、障害がある人の権利
擁護のために必要な援助などを行
います。相談は無料です。

住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
自
立
・
共
生
の
社
会
を
目
指
し
て

12 
月
３
日
〜
９
日
は
障
害
者
週
間

精神障害者
保健福祉手帳

○指宿ライフサポート
　東方7558
　☎㉔5055
　（FAX兼用）

○竹山苑
　山川福元4856-1
　☎㉟2131
　FAX㉟2845

○ハイビスカス
　新西方2860-3
　☎㉗9110
　FAX㉕4610

■相談支援事業所■ 療育手帳

　

12
月
９
日
は
、
１
９
７
５
年
に
国
連
で

「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た

日
で
す
。
国
は
、
障
害
者
基
本
法
で
12
月

３
日
か
ら
９
日
ま
で
を
「
障
害
者
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
が
大
変
重
要
で
す
。

　

障
害
が
あ
る
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

し
、
障
害
が
あ
る
人
の
問
題
は
み
ん
な
の

問
題
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
て
、
だ
れ

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
良
い
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

手
帳
は
制
度
利
用
の
パ
ス
ポ
ー
ト

身
体
障
害
者
手
帳

　

視
覚
や
聴
覚
、
平
衡
機
能
、
音
声
、
言

語
機
能
、
そ
し
ゃ
く
機
能
、
肢
体
不
自
由
、

身
体
内
部
（
心
臓
・
腎
臓
・
肝
臓
・
呼
吸

器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫

機
能
）
な
ど
に

障
害
が
あ
る
人

は
、
申
請
す
る

こ
と
で
身
体
障

害
者
手
帳
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

身体障害者手帳
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問い合わせ先
　学校教育課学校教育係
　☎�2111（内線422）

問い合わせ先
　学校教育課学校教育係
　☎�2111（内線422）

　私は、子どもが幸せだと自分も幸せを感じることができます。
子どもの学校での活動などをもっと広報紙で取り上げてほしいで
す。

　教育委員会では学校に対し、子どもたちの活動の様子が分かる
情報の提供を呼び掛けています。また、市長公室広報統計係でも、
学校からの情報をもとに取材に出掛け、できるだけ広報紙に掲載
するよう心掛けています。教育委員会では広報統計係と連携して、
今後も積極的に学校等での情報を収集し、子どもたちの活動を掲
載していきたいと考えています。

健
　 け　ん

幸
　 こ　う のまちを目指して4

　市では、SWC（スマート・ウエルネス・シティ）構想策定の資料として、
市民の皆さん５千人を対象に、「指宿市のまちづくりアンケート」を実施しま
した。このアンケートに寄せられた市民の皆さんからの質問や意見・要望等
を、先月号に引き続き市の回答と併わせて紹介します。

Q

A

その他パンフレットの一例

健幸のまちを目指して ４

　子どもの通学路で危険個所はないか点検してほしいです。

　各小・中学校では、毎年職員やPTAを中心に、校区内の危険個所
点検を行い「安全マップ」の見直しをしています。
　また、年度初めには市教育委員会主催で「児童生徒交通・水難事
故防止対策連絡会」を開催し、各学校からの報告をもとに、警察、
消防、海上保安庁など関係機関ととも
に安全確認を行っています。さらに、
今年度は通学路の危険個所について、
警察や学校関係者、関係各機関と「緊
急合同点検」も実施し、対応策を協議
しました。今後も、児童生徒の安全確
保に努めていきたいと思います。

Q

A問い合わせ先
　観光課観光管理係
　☎�2111（内線322）

　指宿に転入してきた人は、指宿の観光地や知っていて当たり前なことが分かりません。指宿のこと
をもっと知りたいので、いろいろ教えてほしいです。また、指宿の観光用パンフレット「IBUSUKI
GUIDE（指宿ガイド）」はとても素敵だと思います。市民には配布してもらえないのでしょうか。
県外の友人などが来たら、指宿の情報や観光地などを紹介しやすいと思います。

　観光用パンフレット「IBUSUKI　GUIDE（指宿ガイド）」
は現在、ＪＲ指宿駅構内の観光案内所や市役所各庁舎等に設
置し、観光客や市民の皆さんに利用していただいています。
　予算の関係上、全世帯に配布することは大変困難な状況で
す。パンフレット等が必要な場合は、市役所または観光協会
へ気軽にお越しください。
　このほか、観光課窓口では、市内の観光地やイベント等の
情報を提供しています。また、ＪＲ指宿駅構内の観光案内所
および観光協会でも同様に対応していますので、気軽に問い
合わせてください。
　今後も、市内のイベント等の情報については、広報紙やホ
ームページ等を通して市民の皆さんに情報提供していく予定
です。

Q

A

観光用パンフレット「IBUSUKI GUIDE」

問い合わせ先
　指宿学校給食センター
　☎㉗1530

　地元特産品を学校給食に取り入れてほしいです。

　給食センターでは、地元で収穫される農産物等を、いろいろ
な形で学校給食に取り入れています。
　素材の味を生かしたものとして、ソラマメの塩茹

ゆ

でやスナッ
プエンドウのソテー、グリーンピースご飯などがあります。
　中でも、素材を丸ごと使ったオクラの胡

ご ま あ

麻和えやオクラ漬け
は、見た目にも地産地消を印象付ける献立になっています。
　また、特産の徳光スイカやパパイアメロンも子どもたちに大
人気のデザートです。ほかにも、地元産のカボチャやソラマメ、
サツマイモのペーストを利用して、ケーキを作ったりポタージ
ュにしたり、伝統食でもある山川漬、鰹

かつお

の腹皮なども給食で提
供しています。
　今後も食育の視点から、地元農産物等の積極的な活用を図っ
ていく考えです。

Q

A

8広報いぶすき　12月号2012.12　No.84ⅠBUSUKⅠ9



問い合わせ先
　レジャーセンターかいもん
　☎㉜5584

　レジャーセンターかいもんのプール会員券を購入しましたが、購入して1カ月で入院することにな
り使用できませんでした。有効期限の見直しはできないのでしょうか。

　温泉保養館の管理上の理由や公益上の理由、天災等で利用できない
場合については、規則の中で、利用料金を減額し、免除することがで
きるようになっています。有効期限の延期については、上記に準ずる
ものではないので、個々の事情による見直しはできないものと考えて
います。ご了承ください。

Q

A

問い合わせ先
○消費生活センター
　（商工水産課内）
　☎�2334（直通）
○観光課観光管理係
　☎�2111（内線322）

　近年、自宅の温泉の湯温が低く、温泉配湯業者へ連絡したところ、いつでも配湯を止めていいとの
回答でしたが、現在も毎月料金は支払っています。市民への対応を指導してほしいです。

　市内には、市営と民間の温泉配湯がありますが、市営には意見等にあるよ
うな苦情は寄せられていませんので、民間の配湯ではないかと思われます。
民間の配湯については、指宿配湯業組合がありますので、ご指摘のことにつ
いて連絡したいと思います。なお、市では、さまざまな消費者トラブルを解
決するために消費生活相談窓口を設置しています。日々の暮らしの中で疑問
に思ったり、困ったりしていることがあれば気軽に相談してください。

Q

A

問い合わせ先
　観光課観光交流係
　☎�2111（内線324）

　砂むし会館「砂楽」のホールに提示してある市内のイラストマップは、もっと正確な地図にすべき
だと思います。

　指宿温泉祭を夏に戻してほしいです。今の温泉祭は、一部の人たちだけが盛り上がっていて、市内
全体が盛り上がっているように感じませんし、秋の温泉祭では、花火を見るのも寒いため、外でワイ
ワイできません。また、指宿のイベントはＰＲが弱いように感じます。

Q

Q

問い合わせ先
　観光課観光管理係
　☎�2111（内線322）

　砂むし会館「砂楽」のホールにあるイラストマップについては、
早急に修正し、最新のイラストマップを掲示したいと思います。
　また、砂楽の屋外に設置してある
イラストマップについても、修正個
所がありましたので、こちらもでき
るだけ早急に修正したいと考えてい
ます。

　温泉の恵みに感謝する祭事である指宿温泉祭について、平成20
年10月に「指宿の祭を本気で考える会」がアンケート調査を実施
しました。この調査で開催時期の変更を要望する市民の声が多か
ったため、同年の実行委員会において、８月の開催から以前実施
していた秋開催へ日程を変更し、現在に至っているところです。
　今年の指宿温泉祭では、主なプログラムを昼に実施し、参加者
も広報紙や市のホームページで広く募集しました。今後も祭を盛
り上げるため、多くの皆さんの参加をお願いします。
　また、各種イベントについては、
広報紙や市のホームページ等を利
用して幅広くＰＲを行い、多くの
皆さんに参加してもらえるように
したいと思います。

A

A

健幸のまちを目指して ４

　市では、市の観光ホームページ「いぶすき総合観光サイト」で温泉情報
を発信しています。砂むし温泉のほか、市内を指宿地域、山川地域、開聞
地域に分け、地域ごとに温泉を紹介しています。
　また、市内の公衆浴場や足湯、位置を記した地図を掲載した「いぶすき
立ち寄り湯マップ」も作成しています。必要な人は、市役所または観光協
会へ気軽にお越しください。
　なお、10月14日から平成25年３月31日まで、
市内の温泉場を対象とした「いぶすき湯めぐり」
事業を実施しています。市民の皆さんも観光客
も楽しめる内容となっています。ぜひ、参加し
てください。詳細については、パンフレットを
ご覧になるか、問い合わせてください。

A

問い合わせ先
　観光課観光管理係
　☎�2111（内線322）

　市内にある温泉の詳しい地図や料金、営業時間などが掲載されたパンフレットがあれば利用したい
です。市民も温泉の料金や効能が分かれば、温泉に行ってみたいと思うのではないでしょうか。
　観光客向けの案内だけでなく、各家庭にも配布してほしいです。観光客ばかりに力を入れて、市民
にはあまり還元されていないように感じます。

Q

いぶすき湯めぐり
パンフレット

　ヘルシーランドの公園は、山川地域で唯一大きな遊具施設のある公園ですが使えません。遊具の修
理を行い、事故などが起きないようにきちんと整備してほしいです。Q

問い合わせ先
　観光課観光管理係
　☎�2111（内線322）

　ヘルシーランドの遊具施設は平成11年４月に設置さ
れたもので、築13年が経過しています。耐用年数から
考えると、すべてを交換するか撤去しなければなりま
せん。新しい遊具に交換するにしても、撤去するにし
ても、高額な費用が発生します。
　また、新しい遊具を設置する場合は、安全確保の観
点から維持・管理費も必要となります。
　市では、現在ある遊具を一旦撤去し、有利な補助事
業等を活用して公園整備ができないか検討しています。
また、整備が終了するまでは、事故防止のため看板等
を設置し、子どもたちの安全確保に努めたいと考えて
います。

A

現在封鎖している遊具施設
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　指宿には地元の人も気付いていない素晴らしい場所などがたくさんあると思います。もっといろい
ろな情報をたくさん流すべきだと思います。地元で暮らしていても知らないことも多く、自分たちの
まちをもっと知りたいと思っている人は多いと思います。

Q

　市では、インターネット等を通じて観光情報などを提供し
ています。さらに今年の４月からは、新たな市の観光ホーム
ページとして「いぶすき総合観光サイト」を立ち上げ、観光
に関するより詳細な情報を発信しています。このサイトへは、
市のホームページからもアクセスすることができますのでご
利用ください。
　また、市では平成21年度から「指宿まるごと博物館推進構
想」を掲げており、指宿をひとつの博物館に見立て、その中
の一つひとつを展示物として紹介しています。
　時遊館COCCOはしむれのホームページでは、「指宿まるご
と博物館」の展示物となる市内の見どころを紹介しています。
また、「指宿まるごと博物館マップ」を作成して学校等にも配
布しています。指宿まるごと博物館マップについては、市ホ
ームページからも閲覧することができますので、新たな指宿
を知る情報として参考にしてください。

【観光関連サイト】
○市ホームページ http://www.city.ibusuki.lg.jp/
○いぶすき総合観光サイト http://youkoso-ibusuki.com/
○時遊館COCCOはしむれ http://www.minc.ne.jp/cocco/
○指宿まるごと博物館 http://youkoso-ibusuki.com/home/

A

問い合わせ先
○市民スポーツ課スポーツ振興係
　☎㉗0203
○いぶすきスポーツクラブ
　☎㉔5366
○市長公室総合調整係
　☎�2111（内線123）

　スポーツによる健康増進を進めるべきだと思います。ウオーキング、テニス、卓球など何でもいい
ので、市民に広く浸透させ、みんなで触れ合える健康施策を考えてほしいです。Q
　市では、「市民１人１スポーツ」を推進するため、スポーツ環境
の整備・充実に努めています。昨年は、市営陸上競技場を改修し、
多くの市民の皆さんがウオーキングやランニング、サッカーなど
で利用しています。競技場は21時まで照明を点灯していますので、
夜間も安心して利用することができます。
　また、スポーツ人口の拡大と健康づくりのために、市民参加型
の総合型地域スポーツクラブ「いぶすきスポーツクラブ」の活動
を支援しています。同クラブでは、さまざまな時間帯や場所（現
在27カ所）で卓球やバドミントン、エアロビクスなどの教室やサ
ークルを開設しています。
　なお、市では現在、市民の健康寿命を延ばし、医療費の健全化
を図るために、指宿市版ＳＷＣ（スマート・ウエルネス・シティ）
構想の策定を進めています。日ごろから運動をしている人はもち
ろん、そうでない人でも、生活の中で楽しみながら健康づくりが
できるような健

けんこう

幸施策について検討しているところです。

A

　先月号から２回にわたり、
皆さんから寄せられた意見を
掲載しました。掲載した以外
にも、貴重な意見や提案、指
摘を多数いただきました。あ
りがとうございました。
問い合わせ先
　市長公室総合調整係　☎�2111（内線123）

　このアンケートが机上の論議で終わらぬことを切に望み
ます。指宿は住みよい、水がおいしいと市外の人が口々に
言います。子どもらにはソフト面、ハード面で充実した教
育を提供し、若者たちには働く場・学びの場を充実させ、
壮年には多方面にわたるまちの担い手にな
っていただき、お年寄りには安心して過ご
せる場を提供できるような、自然豊かなま
ちになってほしいです。

健幸のまちを目指して ４

問い合わせ先
○観光課観光管理係
　☎�2111（内線322）
○社会教育課文化係
 （時遊館COCCOはしむれ内）
　☎㉓5100

みんなで考えてみよう
アンケートには、市民の皆さんにも知ってほしい
意見等もありました。その一部を紹介します。

　私は、12年前に田舎で農業をするために移り住んできました。指宿を選ん
だ理由は温泉です。地元の人でも砂むしに入ったことがない人が多いように
思います。地元の人も行くべきだと思います。

　指宿には、砂むしという自然の薬のようなものがあるのに、体験したこと
がない市民が多いのではないでしょうか。砂むしが観光客用となっている上、
気軽さがなく、階段が多かったり、行きづらかったりと不便を感じます。市
民が良さを知らない限り、お勧めすることができない気がします。

　鹿児島市から指宿市へ転居してきました。暖かく、
晴れた日が多く、きれいな所がとても気に入ってい
ます。しかし、もともと指宿に住んでいる人は「ど
うしてこんなところに？」とか「不便なのに」と言
います。もっと自分の住んでいるところを好きにな
って、良い所をどんどん自慢してもらいたいと思い
ます。

　指宿図書館と山川図書館をよく利用しています。年間150冊ぐらいの本を
読んでいます。１冊1,000円以上するので、年間15万円以上の本を読んでい
ることになります。自分では買えないので助かります。せっかく立派な施設
があるので、たくさんの人に利用してもらいたいです。

　医療費を抑制するために、高齢者が集える場所を
作ればいいと思います。病院は病気で行く人がほと
んどだと思いますが、人との触れ合いのために行く
人もいるのではないかと思います。地区ごとに、楽
しく気軽に集まれる場所ができれば、病院に行くこ
ともなく、医療費は下がるのではないかと思います。

　指宿市はまちもきれいで温泉も有名、観光客もた
くさん訪れ、とても素晴らしい所だと思います。
　ただ市内の商店街がもっと盛り上がれば、まち全
体が明るくなり、初めて指宿を訪れた人も、住んで
いる人ももっとまちが好きになるのではないかと思
います。
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地
球
に
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

届
く
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
表
を

温
め
る
と
同
時
に
赤
外
線
と
し
て

大
気
中
へ
放
出
さ
れ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
部
は
温
室
効
果

ガ
ス
に
吸
収
さ
れ
、
大
気
を
温
め

ま
す
。
こ
れ
が
温
室
効
果
で
す
。

　

18
世
紀
末
の
産
業
革
命
後
は
、

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
大
な
消

費
に
依
存
す
る
経
済
活
動
が
進
む

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
温
室
効

果
ガ
ス
（
Ｃ
Ｏ
２
や
メ
タ
ン
な
ど
）

が
人
為
的
に
大
気
中
に
放
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
自
然
界
に
お
け
る

排
出
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
大
気
中
濃
度
が

急
速
に
上
昇
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

熱
が
宇
宙
に
放
出
さ
れ
る
割
合

が
小
さ
く
な
り
、「
地
球
温
暖
化
現

象
」
が
起
き
て
い
る
の
で
す
。

　

地
球
の
気
候
は
、
約
９
千
年
に

わ
た
り
安
定
し
た
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
地
球
温
暖

化
現
象
が
続
け
ば
、
今
後
、
わ
ず

か
１
０
０
年
で
平
均
気
温
が
６
℃

も
上
昇
す
る
と
い
う
よ
う
な
急
激

な
変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
海
水
の
膨
張
や
氷

河
の
融
解
に
よ
る
海
水
面
上
昇
、

マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
の
地
域

拡
大
、
異
常
気
象
の
増
加
、
さ
ら

に
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
食
糧
生
産
量
の
低
下
に
伴

う
食
糧
不
足
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
現
象
が

進
め
ば
、
沿
岸
に
人
口
・
産
業
が

集
中
し
て
い
る
本
市
の
よ
う
な
地

域
は
、
異
常
気
象
な
ど
の
影
響
を

強
く
受
け
や
す
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

日
本
は
、
平
成
９
年
に
合
意
さ

れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
、
い
わ

ゆ
る
「
京
都
議
定
書
」
に
お
い
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
を
基
準
年
（
平
成

２
年
）
よ
り
６
％
削
減
す
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
鹿
児
島
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
環
境
フ
ェ
ア
や
講
演
会
の

開
催
、
啓
発
資
料
の
作
成
・
配
布

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
同

セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
Ｃコ

ツ
Ｏ
２

Ｃコ

ツ
Ｏ
２
と
減
ら
す
『
か
ご
し
ま
ア

ク
シ
ョ
ン
』
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お

い
て
、
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
や
鰻
地
区
な
ど
が
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
貢
献
し
て
い
る
団
体
と
し

て
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
各
界
・

各
層
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
削
減
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
そ

の
大
き
な
原
因
と
い
わ
れ
て
い
る

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
削
減
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

１
０
０
年
後
、
２
０
０
年
後
を

生
き
る
私
た
ち
の
子
孫
や
動
植
物

に
快
適
な
地
球
環
境
を
残
し
て
い

く
た
め
に
は
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
の
生
活
を
見
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

家
庭
で
の
小
ま
め
な
節
電
・
節

水
に
加
え
、
ご
み
減
量
も
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
各
家

庭
で
も
次
の
よ
う
な
事
に
取
り
組

み
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

○
重
ね
着
で
暖
房
の
温
度
調
整
を 

適
温
に
す
る

○
家
族
一
緒
に
食
事
を
し
て
「
温

め
直
し
」
を
減
ら
す

○
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
な
ど
に

利
用
す
る

○
マ
イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
は
し
を
利

用
す
る

○
安
易
に
物
を
捨
て
ず
、
必
要
な

人
に
譲
る

○
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

地
球
を
守
ろ
う

　

環
境
省
で
は
、
平
成
９
年
12
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た

気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）を

契
機
と
し
て
、
平
成
10
年
度
か
ら
、
毎
年
12
月
を
「
地
球

温
暖
化
防
止
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
あ
ら
た
め
て
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間

　年末の最終、年始の最初のごみ収集日は次のとおりです。
　すでに配布してあるごみ出しカレンダーと変更はありま
せん。決められた収集日の時間内（６：00～８：30）に出され
たごみしか収集は行いませんので、しっかりと日程を確認し
てください。

年末年始のごみ収集

●燃えるごみ・燃えないごみ （それぞれ年末の最後と年始の最初の収集日をまとめたもの）

●資源ごみ

指　宿　地　域 山　川　地　域 開　聞　地　域
12月12日（水） 燃えないごみ 丹波 12月25日（火） 燃えないごみ 成川・小川・岡児ヶ

水・浜児ヶ水 12月５日（水） 燃えないごみ 十町

13日（木） 燃えないごみ 今和泉・柳田 27日（木） 燃 え る ご み 福元・町・大山・
利永 12日（水） 燃えないごみ 川尻・松原田

14日（金） 燃えないごみ 指宿・魚見・池田 28日（金） 燃 え る ご み 鰻・尾下 19日（水） 燃えないごみ 仙田・上野

27日（木） 燃 え る ご み 丹波 28日（金） 燃えないごみ 福元・町・大山・
利永・鰻・尾下 27日（木） 燃 え る ご み 川尻・松原田

28日（金） 燃 え る ご み 今和泉・柳田 29日（土） 燃 え る ご み 成川・小川・岡児ヶ
水・浜児ヶ水 29日（土） 燃 え る ご み 十町・仙田・上野

29日（土） 燃 え る ご み 指宿・魚見・池田 １月４日（金） 燃 え る ご み 鰻・尾下 １月５日（土） 燃 え る ご み 十町・仙田・上野

１月４日（金） 燃 え る ご み 今和泉・柳田 ５日（土） 燃 え る ご み 成川・小川・岡児ヶ
水・浜児ヶ水 ７日（月） 燃 え る ご み 川尻・松原田

５日（土） 燃 え る ご み 指宿・魚見・池田 ７日（月） 燃 え る ご み 福元・町・大山・
利永 ９日（水） 燃えないごみ 十町

７日（月） 燃 え る ご み 丹波 25日（金） 燃えないごみ 福元・町・大山・
利永・鰻・尾下 16日（水） 燃えないごみ 川尻・松原田

９日（水） 燃えないごみ 丹波 29日（火） 燃えないごみ 成川・小川・岡児ヶ
水・浜児ヶ水 　23日（水） 燃えないごみ 仙田・上野

10日（木） 燃えないごみ 今和泉・柳田

11日（金） 燃えないごみ 指宿・魚見・池田

地区立ち会い収集
配布してある地域ごとのごみ出しカレンダーをご覧ください。

ステーション収集

常 設 収 集 ・指宿庁舎公用車車庫　　・開聞庁舎公用車車庫　　　■年末　12月29日（土）まで　　
・山川ごみ処理場　　　　　　　　　　　　　　　　　■年始 　１月 ４日（金）から

問い合わせ先
○環境政策課生活衛生係　　　☎�2111（内線244）
○市清掃センター　　　　　　☎�3559
○広域組合頴娃ごみ処理施設　☎㊱1358

 清掃センターへの搬入（有料）
指宿地域に住む人が対象となります。
　■年末　12月29日（土）まで
　■年始　 １ 月 ４ 日（金）から
　■時間　８：30～16：30

 頴娃ごみ処理施設への搬入（有料）
山川・開聞地域に住む人が対象となります。
　■年末　12月31日（月）まで
　■年始　 １ 月 ４ 日（金）から
　■時間　８：30～12：00、13：00～16：30
　　年末は混雑が予想されますので、早めの搬入をお
　願いします。

山川・開聞ごみ処理場への搬入（有料）
　山川ごみ処理場と開聞ごみ処理場の利用は、12月29
日（土）の午前中までとなります。なお、両ごみ処理場の
利用には許可証が必要ですので、12月28日（金）までに
山川･開聞庁舎で手続きをお願いします。

し尿くみ取り依頼について
　年末になると、し尿くみ取り作業の依頼が殺到し混雑
が見込まれます。年内にくみ取り作業を依頼する人は、
12月24日（月）ごろまでに業者へ申し込んでください。
くみ取り業者営業日
　■年末　12月29日（土）まで
　■年始　 １ 月 ７ 日（月）から

ごみの搬入について
○燃えるごみ・燃えないごみ・資源ごみに分別し、指定袋に入れて搬入してください。なお、生ごみなど水分の
　多いものは水切りをお願いします。
○指定ごみ袋に入れていないもの（粗大ごみは除く）や、分別されていないものは、持ち帰っていただきます。

温
暖
化
す
る
地
球

温
暖
化
の
影
響

温
暖
化
防
止
へ
の

　
　
　  

取
り
組
み

わ
た
し
た
ち
に

　
　  

で
き
る
こ
と

（十町は松原田集落を除く）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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偶
然
の
発
見

　

開
聞
地
域
の
上
仙
田
地
区
に
あ

る
田
中
公
民
館
周
辺
に
は
、
田
中

遺
跡
が
広
が
り
、
集
落
の
小
字
か

ら
瓦
ヶ
尾
遺
跡
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

田
中
遺
跡
は
、
昭
和
37
年
１
月

上
旬
、
田
中
集
落
の
防
火
用
水
槽

を
設
置
す
る
た
め
に
、
公
民
館
前

の
広
場
を
掘
り
下
げ
た
時
、
偶
然

土
器
が
出
土
し
た
こ
と
で
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

　

検
証
の
結
果
、
今
か
ら
約
３
千

年
前
の
縄
文
時
代
後
期
の
も
の
と

判
明
。
開
聞
地
域
で
は
唯
一
の
縄

文
時
代
の
遺
跡
で
す
。

土
器
か
ら
推
測
さ
れ
る
交
流

　

田
中
遺
跡
か
ら
は
、
千
点
以
上

の
土
器
が
採
集
さ
れ
、
中
に
は
か

な
り
大
き
な
土
器
片
も
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
主
に
煮
炊
き
用
の
も

の
で
、
縄
文
人
が
食
事
を
作
る
時

に
使
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

土
器
は
、
時
代
や
地
域
を
他
と

区
別
す
る
た
め
に
、
初
め
て
発
見

さ
れ
た
地
名
か
ら
名
前
が
付
け
ら

れ
ま
す
。

　

田
中
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器

は
、
国
指
定
史
跡
指
宿
橋
牟
礼
川

遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
土
器
と
同
一

の
物
で
「
指
宿
式
土
器
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。

　

推
測
の
域
を
出
ま
せ
ん
が
、
橋

牟
礼
川
遺
跡
に
住
ん
で
い
た
縄
文

人
と
、
田
中
遺
跡
の
縄
文
人
と
の

間
に
は
交
流
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
指
宿
式
土
器
が
発
見
さ

れ
た
地
層
の
上
か
ら
は
、「
市
来
式

土
器
」
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

市
来
式
土
器
は
南
九
州
を
中
心

に
作
ら
れ
た
土
器
で
、
沖
縄
本
島

で
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
南
の
島
々
の
縄
文
人

と
の
交
流
も
う
か
が
え
ま
す
。

　

田
中
遺
跡
を
残
し
た
縄
文
人
た

ち
が
、
丸
木
舟
を
使
い
、
大
海
へ

挑
ん
で
い
く
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ

う
で
す
。

縄
文
人
の
生
活
の
様
子

　

田
中
遺
跡
か
ら
は
、
木
を
切
る

た
め
の
石
斧お

の

や
ド
ン
グ
リ
な
ど
を

す
り
潰
す
た
め
の
石
皿
、
た
た
き

石
な
ど
の
石
器
も
発
見
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど

の
獣
骨
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
田
中

遺
跡
に
住
ん
で
い
た
縄
文
人
は
、

遺
跡
の
周
辺
に
広
が
る
豊
か
な
自

然
環
境
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
生

活
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

さ
ら
に
遺
跡
で
は
、
市
内
で
最

も
古
い
年
代
の
縄
文
人
の
骨
も
発

見
さ
れ
て
お
り
、
将
来
的
に
人
骨

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
か
ら
、
開
聞
地
域

の
人
々
の
ル
ー
ツ
が
分
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

遺
跡
か
ら
見
え
る

　
縄
文
人
の
生
活
と
交
流

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
79

報
恩

謝
徳

　

光
陰
矢
の
ご
と
し
。
１
年
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
い
き

ま
す
。

感
動
い
っ
ぱ
い　

感
激
い
っ
ぱ
い

の　

い
の
ち
を
生
き
た
い
…

こ
れ
は
、「
い
の
ち
の
詩
人
」
と
称

さ
れ
る
相
田
み
つ
を
さ
ん
の
言
葉

で
す
。　

　

命
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

物
語
に
「
窓
の
外
」
が
あ
り
ま
す
。

　

余
命
い
く
ば
く
も
な
い
人
た
ち

が
ベ
ッ
ド
を
並
べ
る
病
室
。
そ
こ

は
、
死
の
恐
怖
に
お
び
え
、
会
話

も
な
く
暗
い
雰
囲
気
で
す
。

　

あ
る
日
、
窓
際
の
ベ
ッ
ド
に
横

た
わ
る
ヤ
コ
ブ
さ
ん
が
独
り
言
の

よ
う
に
窓
の
外
の
様
子
を
話
し
出

し
ま
す
。

　

「
か
わ
い
い
男
の
子
が
子
犬
を

連
れ
て
散
歩
し
て
い
る
…
」、「
道

端
に
黄
色
い
花
が
咲
い
て
い
る
…
」

ヤ
コ
ブ
さ
ん
は
み
ん
な
に
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
誰
か
が
「
自
分
も
窓

の
外
を
見
た
い
」
と
言
い
出
す
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ヤ
コ
ブ
さ
ん

は
ベ
ッ
ド
を
ど
う
し
て
も
代
わ
ろ

う
と
し
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
ヤ

コ
ブ
さ
ん
に

「
な
ん
て
わ

が
ま
ま
な
人

だ
」
と
、
み

ん
な
が
怒
り

だ
し
て
し
ま
い
ま
す
。　
　

　

し
ば
ら
く
し
て
ヤ
コ
ブ
さ
ん
が

旅
だ
っ
た
と
き
、
窓
際
の
ベ
ッ
ド

に
近
づ
い
て
外
を
見
る
と
、
そ
こ

に
は
壁
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ヤ
コ
ブ
さ
ん
は
、
本
当
は
何
に

も
見
え
な
い
の
に
、
み
ん
な
に
希

望
を
与
え
よ
う
と
作
り
話
を
聞
か

せ
て
い
た
の
で
す
。
ヤ
コ
ブ
さ
ん

の
や
さ
し
さ
に
泣
き
崩
れ
て
し
ま

う
、
と
い
う
話
で
す
。

　

「
人
は
何
の
た
め
に
生
ま
れ
て

く
る
か
」
と
問
わ
れ
、「
そ
れ
を
考

え
る
た
め
で
す
」
と
語
っ
た
の
は

宮
沢
賢
治
で
す
。

　

私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関

係
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。
ヤ
コ

ブ
さ
ん
の
よ
う
な
人
が
い
っ
ぱ
い

周
り
に
は
い
る
か
も
し
れ
な
い
、

そ
う
思
う
年
の
暮
れ
で
す
。

指
宿
市
長　

豊
留 

悦
男

上段：指宿式土器
下段：市来式土器

い
そ
が
し
く
　

　
時
計
の
動
く
　
師
走
哉
（
子
規
）

甘酸っぱい

さつま芋と
りんごの甘煮

大
隅
半
島
と
の
観
光
交
流

　

大
隅
半
島
に
あ
る
旧
佐
多
岬
ロ

ー
ド
パ
ー
ク
は
、
昭
和
38
年
に
開

通
し
、
翌
39
年
に
有
料
道
路
と
し

て
開
業
し
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
前
半

ま
で
は
新
婚
旅
行
の
メ
ッ
カ
と
し

て
、
宮
崎
市
内
か
ら
都
井
岬
を
経

て
佐
多
岬
を
巡
り
、
フ
ェ
リ
ー
で

錦
江
湾
を
渡
っ
て
指
宿
に
泊
ま
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
は
、
大
変
な

人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
婚
旅
行
先
が
海
外

へ
移
っ
た
り
、
山
川

−

根
占
フ
ェ

リ
ー
が
休
止
し
た
り
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
、
大
隅
観
光
の
中
心

的
な
存
在
で
あ
っ
た
佐
多
岬
へ
の

観
光
客
は
少
な
く
な
り
、
施
設
な

ど
も
未
整
備
の
ま
ま
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

今
年
10
月
、
南
大
隅
町
は
観
光

資
源
の
再
開
発
を
進
め
る
た
め
、

本
土
最
南
端
・
佐
多
岬
へ
つ
な
が

る
道
路
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
国
や
県
と
の
協
力
に
よ

り
、
佐
多
岬
の
整
備
が
見
込
ま
れ
、

再
び
大
隅
半
島
の
観
光
の
核
に
な

る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
大
隅
半
島
は
黒
牛
や
黒

豚
の
一
大
産
地
で
あ
り
、
カ
ン
パ

チ
の
養
殖
な
ど
、
本
市
に
劣
ら
ず

食
材
の
宝
庫
で
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
運
航
を
再
開
し
た
山
川

−

根
占
フ
ェ
リ
ー
に
よ
り
、
大
隅
半

島
と
の
交
流
は
、
今
後
観
光
の
面

に
お
い
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
市

と
大
隅
広
域
観
光
開
発
推
進
会
議

で
は
、
今
月
、
薩
摩
半
島
と
大
隅

半
島
の
食
や
自
然
を
満
喫
す
る
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

　

両
半
島
で
力
を
合
わ
せ
て
、
新

た
な
観
光
素
材
を
発
掘
し
、
観
光

客
に
魅
力
的
な
観
光
ル
ー
ト
を
提

供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
交
流
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て 
⑲

観
光
シ
リ
ー
ズ

【作り方】
　①　サツマイモは輪切りにし、米のとぎ汁または酢水に漬けてあくを抜く。
　②　リンゴは８等分に切り、芯を除く。
　③　レーズンは水洗いする。
　④　みかんジュース、またはミカンの搾り汁と①と②を鍋に入れ、かぶる程
　　度の水を加え、中火で八

は ち ぶ に

分煮したら、③を加え柔らかく煮る。

問い合わせ先　農政課食のＰＲ係　☎�2111（内線711）

今月のレシピ紹介者
食育料理研究家
上薗芙美子さん

い ま が 旬 レ シ ピ

【11月～２月】
　保存のきく食材で、
１年を通して利用する
ことができます。

サツマイモ

今月の食材

【材料】４～６人分

サツマイモ　　　 300ｇ
リンゴ　　　　　　１個
レーズン　　　大さじ２
みかんジュース、または
ミカンの搾り汁　 100㎖
砂糖　　　　　　　80ｇ
塩　　　　  小さじ１/３

（１人分）エネルギー 157kcal
　　　　　塩分相当量 0.3g
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郷土芸能「開聞しだら節」

コースを入念にチェック中 リラックスが肝心よ お願い、入って よーく狙って、それっ！

最初の１歩に力を込めて園児も一生懸命にお遊戯さあ、私たちの出番よ

みんなの力を合わせて がんばります！！ ２連覇を果たした山川地域の皆さん

足並みそろえ、イチ、ニ、イチ、ニ

【成　績】
優　勝　山川地域　　　　　　392点
２　位　柳田校区　　　　　　381点
３　位　開聞地域　　　　　　370点
４　位　指宿・魚見校区　　　357点
５　位　丹波校区　　　　　　354点
６　位　今和泉・池田校区　　337点
躍進賞　今和泉・池田校区

○高校男子1,500ｍ走
　曽木　聖矢さん（開聞）４分19秒
○一般男子1,500ｍ走
　内　　和也さん（丹波）４分13秒
○中学１年女子100ｍ走
　冨宿　沙也さん（指宿）　14秒11
○中学２年女子100ｍ走
　田口　ひかるさん（山川）14秒26
○中学３年女子100ｍ走
　金山　遥さん（丹波）　　13秒69

【新記録】
○中学２年男子100ｍ走
　濵崎　洸希さん（開聞）12秒34
○中学３年男子100ｍ走
　新村　雄大さん（山川）12秒25
○小学４年女子100ｍ走
　山内　季美さん（指宿）14秒91
○小学５年女子100ｍ走
　上迫　優香さん（柳田）15秒41
○小学６年女子100ｍ走
　折尾　夏海さん（丹波）13秒78

○小学６年男子100ｍ走
　福留　将太さん（柳田）13秒43
○高校女子100ｍ走
　吉岡　眞愛さん（山川）13秒46
○一般女子50歳代100ｍ走
　諸留　瑞代さん（柳田）17秒33
○一般男子40歳代100ｍ走
　西　高典さん（山川）　12秒66
○一般男子50歳代100ｍ走
　毛井　隆さん（丹波）　12秒61

　10月21日、スポーツを通じて市民の交流と健康増進を図る「第７回市民体育祭」が市営陸上競技場で開
催されました。子どもからお年寄りまで延べ４千人が参加し、金輪回しリレーなど多彩な種目に大勢の市
民がさわやかな汗を流しました。優勝は前回に続き、山川地域が２連覇し、栄冠を手にしました。　

すみわたる
　　秋空の下 第７回市民体育祭

まちの話題

　第16回全国和紙ちぎり絵展が富山県南
な ん と

砺市で開催
され、小坪アヤ子さん（大園原）が出展した「カカ
オの花」が大賞を受賞しました。小坪さんは、ご主
人が撮った写真を参考に作品を制作しているそうで
す。10月19日、受賞報告に豊留市長を訪れた小坪さ
んは、「市民講座がきっかけで始めたちぎり絵で、賞
を取れて本当にうれしい。今後もいろいろな作品を
作っていきたい」と話しました。

豊 かな感性が光る
全国和紙ちぎり絵展で大賞

受賞作品を手に報告する小坪さん（左）

　10月23日～25日、指宿商業高校の２年生が、市内
外56カ所の事業所で職場体験を行いました。スーパ
ーや保育園、旅館など、生徒自身が選択した職場を
体験。ひばり保育園では３人の生徒が、子どもたち
と遊んだりお世話をしたりしました。下髙原明梨さ
ん（宮ヶ浜）は、「すごく楽しいけど、子どもたちが
たくさん話しかけてくるので大変」と感想を話して
くれました。

社 会の厳しさを学ぶ
※市役所で職場体験した生徒たちの記事です。

自分たちで実際に取材しました

横田さん（右）とＭＢＣふるさと特派員の山下さん

　鹿児島市在住の横田博臣さんが作った、「観光特急
指宿のたまて箱」と「フェリーなんきゅう」の木工
模型を市役所指宿庁舎玄関ロビーに展示しています。
「指宿のたまて箱」の模型は、９月に行われた県の
シルバー文化作品展に出展し入賞した作品です。模
型は外観だけでなく、内部のイスやトイレなど、細
かい部分まで忠実に再現されています。作品は12月
25日(火)まで展示しています。ぜひご覧ください。

細 部まで精巧に
本市にゆかりの乗り物を再現

小学校校歌を歌う出席者ら

　10月20日、東京都品川区の三州倶楽部で「第15回
山川鶴郷会つどい」が開催され、約70人が集まりま
した。山川港の豪商の子孫・第11代河野覚兵衛さん
が乾杯の音頭を取り、会長の若山伸一郎さん（町７
区出身）が、「世代を超えて積極的に参加し、親睦を
深めてほしい」とあいさつ。懇親会の最後は全員で
おはら節を踊ったり、山川小の校歌や唱歌ふるさと
を歌ったりして絆を深めました。

ふ るさと歌い絆
きずな

深める
山川鶴郷会が開催

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき
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　11月４日、株式会社「指商」になって初の指商デ
パートが催され、会場には家電製品や韓国物産など
が並び、多くの市民らで賑

に ぎ

わいました。また、大阪
でレストランを経営する同校卒の黒岩巧さんらの協
力で、指商レストランが初出店。来店者は、指宿の
特産品を使った本格フレンチを堪能しました。接客
係の藏薗幾恵さん（仮屋）は、「お客さんがおいしい
と言ってくれてうれしかった」と話しました。

　10月13日～15日、岐阜県で開催された第12回全国
障害者スポーツ大会の陸上競技に、県代表として末
吉てるよさん（小田）が出場しました。末吉さんは
 1 ,500ｍで優勝、800ｍでも３位に入賞する活躍を
見せました。11月１日、結果報告のため豊留市長を
訪れた末吉さんは、「いろいろな練習を頑張ってきま
した。全国の舞台で自分の力を精一杯出せたので本
当によかった」と話しました。

よ うこそ指商レストランへ

日 々の努力が実る

指商デパートで初出店

全国障害者スポーツ大会で優勝

まちの話題

　11月６日、今和泉小の３年生とその保護者ら47人
が、小牧地区の住民を先生に迎え、小牧そばづくり
に挑戦しました。そばをのばす工程では、均等に広
がらず児童らが苦戦していると、同地区の人たちが
コツを伝授。昼食には打ち立てのそばをみんなでお
いしく食べ、体験を通して地域の人たちとの交流を
深めました。後迫俊輝さん（麓下）は、「そばを切る
のが難しかったけど楽しかった」と笑顔でした。

　11月３日、指宿漁業協同組合（川畑三郎組合長）
が岩本漁村センターで、地産地消、販路拡大を目的
に、地域特産魚の紹介や試食会を開催しました。魚
の美

お い

味しさをもっと知ってもらおうと、観光・ホテ
ル関係者ら約70人を招待。試食会では、組合所属の
漁船が水揚げしたホタ（アオダイ）やタカエビなど
の食材を使い、漁師の奥さんたちが作った刺身やタ
カエビのフライなどの料理９品を振る舞いました。

地 元の食文化を学ぶ

ホ タ使った料理に舌鼓

今和泉小でそば打ち体験

地域特産の魚を紹介

おいしいそばができるかな

腕を振るった料理がズラリ

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　11月10日、池田小で熱気球体験が行われました。
子どもたちに貴重な体験をしてほしいと、同小のＰ
ＴＡ（久保田俊彦会長）が主催し、25人の児童らが
参加しました。高さ20ｍ、幅15ｍに膨らんだ熱気球
は、約８ｍの高さまでゆっくり上昇。乗船した児童
らは空の散歩を楽しみました。５年生の満永沙脩さ
ん（下門）は、「ふわふわした感覚で、雲の上にいる
ような気分でした」と話してくれました。

　11月11日、「人、そして地球への思いやり」をテー
マにした第11回いぶすきふれ愛フェスタが、開聞総
合体育館で開催されました。福祉団体のバザーや高
齢者疑似体験、献血や健康に関するコーナーをはじ
め、どんぐりごまやマイバッグづくり、ひと声おら
び大会などの催しに、多くの親子連れが訪れました。
今回も「ふれあいフレンド文化祭」が同時に催され、
さまざまな舞台や展示作品も披露されました。

大 空に飛んでゆけ

健 康・福祉・環境を考える

池田小で熱気球体験

いぶすきふれ愛フェスタが開催

巨大な姿を見せる気球

負荷をかけ高齢者の生活を疑似体験

ますます意欲的な山下さん（中央）

　社会教育委員長としてその豊富な知識と経験を基
に、公民館活動や青少年育成など、社会教育行政に
尽力している山下明さん（玉利）が、その功績を称
えられ全国社会教育委員連合から表彰されました。
山下さんは、「社会教育関係者や市民の皆さんの支援
や指導を賜りながら、ここまでこられたと感謝して
います。これからも縁があれば仕事をさせていただ
きたい」と受賞の喜びと今後の抱負を語りました。

長 年の実績が評価
山下明氏が社会教育委員連合表彰

近況報告に熱心に耳を傾ける会員ら

　11月11日、名古屋市で中京指宿会の第34回総会が
開催され、会員約60人が参加しました。本市からも
豊留市長と森市議会議長が出席し、指宿の近況を報
告しました。懇親会では、指宿温泉祭のハンヤ踊り
に参加した際のＤＶＤ上映や県人会女性部の踊りの
余興があり、会場は終始楽しげなムードに包まれて
いました。また、会員の皆さんから市に対し多数の
「ふるさと納税」の申し込みをいただきました。

和 やかに故郷を語り合う
中京指宿会が総会

笑顔で料理の説明をする指商生

入賞を喜ぶ末吉さん（中央右）
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Information情 報 掲 示 板

■
期
日　

12
月
16
日（
日
）

※
雨
天
決
行 

■
集
合　

９
時
ま
で
に
レ
ジ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
か
い
も
ん

■
終
了　

12
時（
予
定
）

■
距
離　

約
10
㎞

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切
日　

12
月
13
日（
木
）  

17
時
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

　

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

　

月
明
か
り
も
な
い
最
高
の
条
件

で
の
流
星
群
を
、
家
族
み
ん
な
で

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
15
日（
土
）19
時
30

分
～
21
時 

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
駐
車
場

■
内
容　

○
ふ
た
ご
座
流
星
群
の
観
察

○
木
星
の
天
体
望
遠
鏡
観
察

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

１
人
１
０
０
円

※
保
険
料
と
資
料
代
を
含
む

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29

１月

情報掲示板 いぶすき 
Information

   

１
2 3 4 5 6 7 ８
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
25 26 27 28 29

12月

星
空
観
察
会
⑤

ふ
た
ご
座
流
星
群
を
見
て
み
よ
う

　

12
月
の
夜
空
は
、
と
て
も
に
ぎ

や
か
で
す
。
東
の
空
に
は
一
段
と

明
る
く
輝
く
木
星
が
見
え
ま
す
。

ま
た
、
い
つ
超
新
星
爆
発
を
し
て

も
お
か
し
く
な
い
巨
星
ペ
テ
ル
ギ

ウ
ス
が
あ
る
オ
リ
オ
ン
座
も
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
天
頂
近
く
に
は

「
す
ば
る
」
も
輝
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
13
日（
木
）か
ら
15
日

（
土
）に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

ふ
た
ご
座
流
星
群
を
観
察
し
ま
す
。

　

中
世
の
こ
ろ
か
ら
国
際
貿
易
港

と
し
て
栄
え
た
山
川
港
。
江
戸
時

代
に
は
薩
摩
藩
の
港
と
な
り
、
鎖

国
体
制
の
中
、
琉
球
と
の
貿
易
の

窓
口
と
し
て
日
本
史
上
、
大
切
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
代
か
ら
現
代
に
お
い

て
は
、
カ
ツ
オ
漁
が
盛
ん
で
、
か

つ
お
節
生
産
の
基
地
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
に
も
、
津
口
番
所
や
五

人
番
所
と
い
っ
た
海
上
警
護
の
役

所
が
設
置
さ
れ
て
き
た
山
川
港
。

現
在
も
、
指
宿
海
上
保
安
署
が
設

置
さ
れ
、
重
要
な
港
の
１
つ
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
山
川
港

が
見
つ
め
た
数
々
の
歴
史
を
振
り

返
り
ま
す
。

■
期
間　

12
月
22
日（
土
）～
平
成

25
年
２
月
24
日（
日
）

■
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
毎
月

第
４
水
曜
日

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
２
階
特
別
展
示
室

■
観
覧
料　

高
校
生
以
上
２
０
０

円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円

※
常
設
展
示
見
学
料
で
も
、
観
覧

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０　

■
期
日　

12
月
16
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
集
合
場
所　

市
営
陸
上
競
技
場

内
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

■
対
象　

中
学
生
以
上
の
健
康
な

男
女

■
出
場
条
件　

高
校
生
以
下
は
、

保
護
者
の
承
諾
が
必
要

※
10
㎞
の
部
は
、
45
分
以
内
に
完

走
が
見
込
め
る
人

■
コ
ー
ス
お
よ
び
ス
タ
ー
ト
時
間

○
10
㎞　

高
校
生
以
上
の
男
子

　
　
　
　

11
時
ス
タ
ー
ト

○
３
㎞　

女
子
お
よ
び
男
子
中
学

　
　
　
　

生

　
　
　
　

11
時
５
分
ス
タ
ー
ト

■
申
込
方
法　

当
日
受
付　

８
時

30
分
～
９
時

■
そ
の
他

○
こ
の
大
会
は
、
県
下
一
周
駅
伝

競
走
大
会
等
の
選
手
選
考
を
兼

ね
て
い
ま
す
。

○
出
場
選
手
は
、
大
会
当
日
に
健

康
診
断
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
地
区
駅
伝
運
営
委
員
会

　

（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
内
）

　

☎
㉗
０
２
０
３

　

12
月
は
「
市
長
に
手
紙
を
出
す

月
間
」
で
す
。

　

「
豊
か
な
資
源
が
織
り
な
す
食

と
健
康
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た

め
に
、
皆
さ
ん
の
提
言
や
意
見
な

ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
こ
ん
な
市
に
な
っ
た
ら
い
い

な
」、「
こ
の
よ
う
に
し
た
ら
ど
う

か
」
な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す
。

た
く
さ
ん
の
手
紙
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
地
区
名
を
記

入
し
、
封
書
で
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
封
筒
の
表
に
は

「
市
長
へ
の
手
紙
」
と
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
日　

12
月
28
日（
金
）

送
付
先

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
役
所
（
市
長
公
室
秘
書

係
扱
い
）

指
宿
市
長　

豊
留
悦
男　

行

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

催
し

募
集

2013

2012

　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
で
は
、

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
次

の
期
間
を
「
砂
む
し
ホ
ッ
ト
ウ
イ

ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
期
間
」
と
し
て
、

入
浴
割
引
を
実
施
し
ま
す
。

　

右
下
の
入
浴
割
引
券
を
切
り
取

り
、
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　

12
月
８
日（
土
）～
21
日（
金
）

■
受
付
時
間

　

８
時
30
分
～
20
時
30
分

※
平
日
の
12
時
～
13
時
は
、
受
付

を
休
止
し
ま
す
。

※
12
月
１
日（
土
）～
７
日（
金
）は
、

臨
時
休
館
し
ま
す
。

市
長
に

手
紙
を
出
す
月
間

南
日
本
10
㎞
ロ
ー
ド

通
信
競
技
大
会
・
指
宿

地
区
長
距
離
走
大
会

■
入
浴
割
引
を
利
用
の
際
は

○
大
人
・
小
人
と
も
４
０
０
円
で

入
浴
で
き
ま
す
。
本
券
１
枚
で

　

５
人
ま
で
割
引
料
金
と
な
り
ま

す
。

※
タ
オ
ル
代
は
、
別
料
金
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
他
の
割
引
料
金

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
夕
方
や
土
・
日
曜
日
は
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」

　

☎
㉓
３
９
０
０

きりとり線

砂むし会館「砂楽」
砂むし入浴割引券
ホットウインターサービス期間

○大人・小人とも400円で入浴できます。
※タオル代は別料金となります。
○本券１枚で５名様まで割引料金となります。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー・印刷不可）。

  有効期間　平成24年12月８日（土）～21日（金）
き
り
と
り
線

■日時　12月22日（土）
　　　　○開場12：30　○開演13：00　
■場所　市民会館大ホール　
■入場料　無料
■曲目　ディズニーメドレー、３年生によ
　る企画ステージ、ステージドリル　他
問い合わせ先
　指宿商業高等学校　☎㉕2204

定期演奏会
指宿商業高校吹奏楽部指宿商業高校吹奏楽部

定期演奏会

23
30

24
31

30 31

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
企
画
展

　
　
　
　
　
　
　

指
宿
ま
る
ご
と
博
物
館
Ⅳ

指
宿
み
な
と
物
語

　  

〜
薩
摩
を
支
え
た
山
川
港
〜

指
宿
み
な
と
物
語

　  

〜
薩
摩
を
支
え
た
山
川
港
〜

砂むし会館「砂楽」
砂むしホットウインター
サービス期間

砂むし会館「砂楽」
砂むしホットウインター
サービス期間

砂むし会館「砂楽」
砂むしホットウインター
サービス期間

い
ぶ
す
き

忘
年
ウ
オ
ー
ク

オ
ル
レ
コ
ー
ス
を
歩
こ
う
！
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県
で
は
、
経
営
開
始
直
後
の
新

規
就
農
者
に
対
し
て
、
農
業
を
始

め
て
か
ら
経
営
が
安
定
す
る
ま
で

の
間
を
支
援
す
る
青
年
就
農
給
付

金
制
度
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

経
営
開
始
型
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
が
申
請
窓
口
と
な
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

新
規
に
就
農
す
る
人
に
、
農
業

を
始
め
て
か
ら
経
営
が
安
定
す
る

ま
で
最
長
５
年
間
、
年
間
１
５
０

万
円
を
給
付
し
ま
す
。

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が

原
則
45
歳
未
満
で
あ
り
、
農
業

経
営
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て

の
強
い
意
欲
を
有
し
て
い
る
こ

と
②
独
立
・
自
営
就
農
で
あ
る
こ
と

○
自
ら
作
成
し
た
経
営
開
始
計
画

に
即
し
て
主
体
的
に
農
業
経
営

を
行
っ
て
い
る
状
態
を
指
し
、

具
体
的
に
は
、
次
の
要
件
を
満

た
す
も
の
と
す
る
。

■
農
地
の
所
有
権
ま
た
は
利
用
権

を
給
付
対
象
者
が
有
し
て
お
り
、

原
則
と
し
て
給
付
対
象
者
の
所

有
と
親
族
以
外
か
ら
の
貸
借
が

　

耕
作
面
積
の
半
分
以
上
で
あ
る
。

■
主
要
な
機
械
・
施
設
を
給
付
対

象
者
が
所
有
ま
た
は
借
り
て
い

る
。 

■
生
産
物
や
生
産
資
材
等
を
給
付

対
象
者
の
名
義
で
出
荷
・
取
引

す
る
。 

■
給
付
対
象
者
の
農
産
物
等
の
売

上
げ
や
経
費
の
支
出
な
ど
の
経

営
収
支
を
給
付
対
象
者
の
名
義

の
通
帳
お
よ
び
帳
簿
で
管
理
す

る
。

○
親
元
に
就
農
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
前
記
の
要
件
を
満
た
せ

ば
、
親
の
経
営
か
ら
独
立
し
た

部
門
経
営
を
行
う
場
合
や
、
親

の
経
営
に
従
事
し
て
か
ら
５
年

以
内
に
継
承
す
る
場
合
は
、
そ

の
時
点
か
ら
対
象
と
す
る
。

③
独
立
・
自
営
就
農
５
年
後
に
は

農
業
（
自
ら
の
生
産
に
係
る
農

産
物
を
使
っ
た
関
連
事
業
《
農

家
民
宿
、
加
工
品
製
造
、
直
接

販
売
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等
》

も
含
む
。）
で
生
計
が
成
り
立
つ

実
現
可
能
な
計
画
で
あ
る
こ
と

④
市
が
作
成
す
る
人
・
農
地
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
も
し
く
は
位
置
付
け
ら
れ

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と

⑤
生
活
保
護
等
、
生
活
費
を
支
給

す
る
国
の
他
の
事
業
と
重
複
受

給
で
な
い
こ
と

　○
夫
婦
と
も
に
就
農
す
る
場
合
は
、

夫
婦
合
わ
せ
て
１
・
５
人
分
を

給
付
し
ま
す
。

※
家
族
経
営
協
定
、
経
営
資
源
の

共
有
な
ど
に
よ
り
共
同
経
営
者

で
あ
る
こ
と
が
明
確
な
場
合

○
複
数
の
新
規
就
農
者
が
法
人
を

新
設
し
て
共
同
経
営
を
行
う
場

合
は
、
新
規
就
農
者
そ
れ
ぞ
れ

　

に
１
５
０
万
円
を
給
付
し
ま
す
。 

○
平
成
20
年
４
月
以
降
に
独
立
・

自
営
就
農
し
た
人
に
つ
い
て
も

対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
給
付
は
就
農
後
５
年

度
目
ま
で
で
す
。

　
○
給
付
金
を
除
い
た
本
人
の
前
年

の
所
得
の
合
計
が
、
２
５
０
万

円
以
上
の
場
合

○
経
営
開
始
計
画
を
実
行
す
る
た

め
に
必
要
な
作
業
を
怠
る
な
ど
、

適
切
な
農
業
経
営
を
行
っ
て
い

な
い
と
市
が
判
断
し
た
場
合

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
振
興
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
２
２
）

問
い
合
わ
せ
先

南
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課

指
宿
市
十
二
町
駐
在

☎
㉒
６
４
２
２

葉
た
ば
こ
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
「
黄
斑
え
そ
病
」
が
毎
年
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
か

ら
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
の
害
虫
を
媒

介
し
て
葉
た
ば
こ
に
伝
染
す
る
も

の
で
す
。

葉
た
ば
こ
耕
作
者
も
防
虫
ネ
ッ

ト
等
を
設
置
し
て
防
除
に
努
め
て

い
ま
す
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
耕
作
者
の
皆
さ
ん

は
、
次
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
葉
た
ば
こ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
近

接
栽
培
を
避
け
る
。

○
健
全
な
（
検
定
済
）
種
イ
モ
を

購
入
す
る
。

○
イ
モ
は
、
あ
ぜ
や
土
手
に
残
さ

な
い
よ
う
完
全
に
除
去
す
る
。

○
土
手
の
草
払
い
等
を
行
い
、
害

虫
の
発
生
し
に
く
い
環
境
整
備

に
努
め
る
。

○
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
を
行
う
。

○
葉
た
ば
こ
農
家
と
情
報
交
換
を

行
う
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
４
）

ウ
イ
ル
ス
に
注
意
を

農
業
経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
間
を
支
援

（
経
営
開
始
型
）

申
請
期
限
は
12
月
20
日（
木
）ま
で

給
付
者
の
主
な
要
件

給
付
対
象
の
特
例

給
付
の
停
止

青
年
就
農
給
付
金
と
は

　
　
　
　
（
経
営
開
始
型
）

 

青
年
就
農
給
付
金

Information情 報 掲 示 板

お
知
ら
せ

　

観
光
特
急
が
つ
な
ぐ
国
際
交
流

推
進
実
行
委
員
会
で
は
、
韓
国
料

理
講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

韓
国
の
料
理
を
作
り
、
お
い
し

く
、
楽
し
く
韓
国
文
化
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
平
成
25
年
１
月
19
日（
土
）

11
時
～
14
時

■
場
所　

山
川
文
化
ホ
ー
ル
調
理

室
■
講
師　

韓ハ
ン
ユ
ン
ホ

胤
鎬
氏
（
韓
国
出
身
、

県
の
国
際
交
流
員
）

■
定
員　

30
人

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
申
込
締
切
日　

12
月
27
日（
木
）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

観
光
特
急
が
つ
な
ぐ
国
際
交
流

推
進
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市

長
公
室
企
画
係
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

　

s-koushitsu@
city.

　
　
　
　
　
　
　
　

ibusuki.lg.jp

　

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け

る
こ
と
に
よ
り
、
年
末
年
始
に
お

け
る
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
に
よ
り
、
一
人
ひ
と

り
の
交
通
安
全
意
識
を
さ
ら
に
高

め
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

12
月
10
日（
月
）～
平
成

25
年
１
月
10
日（
木
）

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

「
年
末
年
始　

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

で　

事
故
防
止
」

■
最
重
点
項
目

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
展

開
○
つ
け
て
ま
す
か
？
運
動

○
お
や
っ
と
さ
あ
運
動

■
重
点
項
目

○
早
朝
、
夕
暮
れ
時
、
夜
間
に
お

け
る
交
通
事
故
防
止

・
「
３サ

ン

ラ
イ
ト
運
動
」
の
展
開

・
夜
光
反
射
材
用
品
着
用
の
推
進

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
飲
酒
運
転
「
８や

っ

せ
ん
運
動
」
の

展
開

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

・
全
席
ベ
ル
ト
着
用
「
し
ま
す
・

さ
せ
ま
す
運
動
」
の
展
開

３
ラ
イ
ト
運
動

①
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
②
原
則
、
上
向
き
ラ
イ
ト
点
灯

③
ト
ン
ネ
ル
内
ラ
イ
ト
点
灯

飲
酒
運
転
８
せ
ん
運
動

①
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
ま
せ
ん

②
運
転
す
る
な
ら
、
酒
は
飲
み
ま

せ
ん

③
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
、
運
転
さ

せ
ま
せ
ん

④
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
、
車
は
貸

し
ま
せ
ん

⑤
運
転
す
る
人
に
、
酒
は
す
す
め

ま
せ
ん

⑥
酒
を
飲
ん
だ
人
の
車
に
は
、
同

乗
し
ま
せ
ん

⑦
使
用
者
は
、
従
業
員
に
飲
酒
運

転
を
命
じ
た
り
、
認
め
た
り
し

ま
せ
ん

⑧
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
自
転
車
も
乗

り
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
室
安
全
安
心
対
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

　

11
月
26
日（
月
）に
開
会
し
た
平

成
24
年
第
４
回
定
例
会
の
本
会
議

の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
、
市

政
を
知
る
良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
指
宿
庁
舎
、
山
川
文
化

ホ
ー
ル
、
開
聞
庁
舎
の
各
ロ
ビ
ー

で
は
、
議
会
の
同
時
中
継
を
視
聴

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
日
程
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
議
会
事
務
局

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

　

原
子
力
発
電
所
の
停
止
に
伴
い
、

冬
の
電
力
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
九
州
電
力
で
は
、

次
の
期
間
、
節
電
に
対
す
る
よ
り

い
っ
そ
う
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

体
調
等
を
十
分
考
慮
し
、
無
理

の
な
い
範
囲
で
節
電
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

■
節
電
期
間　

12
月
３
日（
月
）～

平
成
25
年
３
月
29
日（
金
）ま
で

の
平
日

※
年
末
年
始
の
12
月
31
日（
月
）～

平
成
25
年
１
月
４
日（
金
）は
、

除
き
ま
す
。

■
節
電
時
間　

８
時
～
21
時

家
庭
で
で
き
る
節
電
方
法
例

○
重
ね
着
等
を
し
て
、
室
温
20
℃

に
心
掛
け
る

○
不
要
な
照
明
は
消
す

○
長
時
間
使
わ
な
い
機
器
は
、
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く

問
い
合
わ
せ
先

九
州
電
力
株
式
会
社
鹿
児
島
営

業
所

☎
０
１
２
０-

９
８
６-

８
０
４

議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

節
電
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
お
願
い

本会議予定

12月12日（水） 一般質問

12月13日（木） 一般質問

12月14日（金） 一般質問

12月19日（水） 最終日（委員長報告、表決等）

年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
運
動

異
文
化
体
験
講
座

韓
国
料
理
講
座
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Information情 報 掲 示 板

　
　
　
　

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
84

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
土
地
、
家
屋
、
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
人
に
納
税
の

義
務
が
発
生
し
ま
す
。
正
し
い
課

税
を
行
う
た
め
、
所
有
者
の
異
動

等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
今
年
中
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

未
登
記
の
建
築
物
は
、
所
有
者

の
変
更
や
取
り
壊
し
等
が
行
わ
れ

た
場
合
、
市
役
所
で
は
そ
の
事
実

を
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

誤
っ
て
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

今
年
中
に
所
有
権
移
転
や
住
宅
、

倉
庫
・
物
置
な
ど
を
取
り
壊
し
た

人
は
、
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

※
法
務
局
で
所
有
権
移
転
登
記
・

滅
失
登
記
済
み
の
場
合
は
、
税

務
課
へ
の
届
け
出
は
不
要
で
す
。

住
宅
用
地
と
し
て
使
用
し
て
い

る
土
地
は
、
そ
の
税
負
担
を
特
に

軽
減
す
る
必
要
か
ら
、
用
地
面
積

の
広
さ
に
よ
っ
て
、
課
税
標
準
の

特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
住
宅
を
取
り
壊
し
た
り
、

店
舗
や
事
務
所
な
ど
に
使
用
目
的

を
変
更
し
た
り
し
た
場
合
は
、
特

例
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。

工
場
・
商
店
等
を
経
営
し
て
い

る
事
業
主
や
農
業
・
漁
業
を
し
て

い
る
人
、
ま
た
は
賃
借
業
を
し
て

い
る
人
な
ど
は
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
所
有
し
て
い
る
事
業
用
資
産

（
構
築
物
、
機
械
お
よ
び
装
置
、

船
舶
、
車
両
お
よ
び
運
搬
具
、
工

具
、
器
具
お
よ
び
備
品
な
ど
）
を

償
却
資
産
と
し
て
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
（
種
類
や
数
量
、

価
格
な
ど
）
を
申
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
（
地
方
税
法
第
３
８

３
条
）。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
の
償
却
資

産
申
告
書
を
12
月
中
に
送
付
し
ま

す
。
変
更
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

平
成
25
年
１
月
31
日（
木
）ま
で
に

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
し
く
事
業
を
始
め
た

場
合
や
、
償
却
資
産
が
あ
る
事
業

者
で
償
却
資
産
申
告
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

○
税
務
課
固
定
資
産
税
家
屋
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
２
９
）

○
山
川
税
務
係

　

☎
㉞
１
１
１
８
（
内
線
１
２
０
）

○
開
聞
税
務
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
１
１
）

　

国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
日
で
あ
る
12
月
10
日
を

「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
同
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
昭
和
24
年

か
ら
毎
年
12
月
10
日
を
最
終
日
と

す
る
１
週
間
（
12
月
４
日
〜
10
日

ま
で
）
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
集
中

的
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
拉
致
問
題
や
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い

て
関
心
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、

12
月
10
日
〜
16
日
ま
で
の
１
週
間

を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
拉
致
問

題
解
決
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
声
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
も
「
基
本
的
人
権
の
尊

重
」
と
い
う
精
神
を
十
分
に
か
み

し
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

の
解
決
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
特
設
人
権
相
談

■
日
時　

12
月
13
日（
木
）　
　

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

未
登
記
建
築
物
の
所
有
権
移
転

や
取
り
壊
し
を
し
た
ら

償
却
資
産
は
申
告
を

住
宅
用
地
の
特
例

固定資産の届け出を
忘れずに

　

人
権
週
間

地方税電子申告
eLTAX（エルタックス）
　市では、11月26日（月）からインターネ
ットを利用した市税（法人市民税、固定
資産税償却資産）や給与支払報告書の電
子申告を受け付けています。
　なお、利用する際は、事前に申し込み
が必要です。ｅＬＴＡＸの手続き方法等
については、問い合わせてください。

問い合わせ先
○一般社団法人　
　地方税電子化協議会
　☎0570-081459
　（全国一律市内通話料金）
○ｅＬＴＡＸホームページ
　http://www.eltax.jp

■
実
施
日　

平
成
25
年
２
月
３
日　

　
（
日
）

■
場
所　

指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

厚
生
連
に
よ
る
集
団
健

診
■
申
込
方
法　

12
月
上
旬
に
発
送

さ
れ
る
申
込
書
を
受
け
取
っ
た

人
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
日　

12
月
25
日（
火
）

■
対
象
者　
特
定
健
診
対
象
者（
平

　

成
25
年
３
月
31
日
現
在
で
、
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
）
で
未
受
診
の

人
※
12
月
に
受
診
す
る
人
は
、
今
回

の
「
追
加
健
診
」
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

■
そ
の
他　

７
月
か
ら
11
月
ま
で

地
区
ご
と
に
案
内
し
て
い
た
健

診
に
つ
い
て
は
、
期
間
を
延
長

し
て
来
年
１
月
末
ま
で
市
内
医

療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。
早

め
に
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
平
日
に
受
診
で
き
な
い

時
は
、
日
曜
・
祝
日
の
当
番
医

（
広
報
い
ぶ
す
き
最
後
の
ペ
ー

ジ
に
記
載
）
に
な
っ
て
い
る
医

療
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
や
共
済
組
合
等
加
入

し
て
い
る
人
の
健
診
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
保
険
者
か
ら
案
内
が
あ

り
ま
す
。

　

市
相
談
支
援
事
業
所
指
宿
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
心
に
病
を
抱

え
て
い
る
家
族
が
い
る
人
を
対
象

に
、
家
族
支
援
の
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時　

12
月
８
日（
土
）13
時
30

分
～
15
時

■
会
場　

指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

心
に
病
を
抱
え
る
家
族

が
い
る
人

■
内
容　

家
族
が
抱
え
る
悩
み
に

つ
い
て
の
相
談

問
い
合
わ
せ
先

○
市
相
談
支
援
事
業
所
指
宿
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト

　

☎
㉔
５
０
５
５　

○
指
宿
保
健
所

　

☎
㉓
３
８
５
４

　

市
内
医
療
機
関
と
厚
生
連
は
、

健
康
診
査
（
以
下
、
健
診
）
を
例

年
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い

人
を
対
象
に
、
特
定
健
診
の
追
加

健
診
を
実
施
し
ま
す
。

特
定
健
診
と
は

　

心
筋
梗こ
う
そ
く塞
や
脳
卒
中
を
予
防
す

る
た
め
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
な

ど
で
、
腹
回
り
に
脂
肪
が
た
ま
り
、

高
血
糖
や
高
血
圧
、
脂
質
異
常
な

ど
、
動
脈
硬
化
の
危
険
性
が
い
く

つ
も
重
な
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

特
定
健
診
は
、
将
来
に
わ
た
り

健
康
な
体
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
健
診
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
の
で
、
必
ず
受
診
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
３
（
直
通
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

　指宿商工会議所は来春、第１回いぶすき検定を実施します。この検定は、指宿の魅力を伝える力を育
はぐく

むため
に行われます。私たちが普段見慣れている風景や何気なく過ごしている場所は、実はこんなに凄

すご

い所だったん
だ。そんな目から鱗

うろこ

の知識を、楽しく学んでみませんか。

■日時　平成25年３月10日（日）10：00～11：30
■場所　市民会館　
■対象　誰でも受験できます。
■内容　公式テキスト「指宿まるごと博物館ガイドブック」
　から、指宿の自然、歴史、文化、産業、経済の分野を出題
■出題形式　選択式50問
■受験料　一般1,500円、高校生以下750円
■申込期間　平成25年１月11日（金）～２月15日（金） 
■申込方法　所定の申込書にて、申し込んでください。
申し込み・問い合わせ先　指宿商工会議所　☎�2473

いぶすき検定いぶすき検定
■発売開始日　12月20日（木）
■価格　1,500円
■規格　約160ページ、
　Ａ５サイズ、フルカラー
■販売場所
　指宿商工会議所、菜の花商工会（山川本所、

開聞支所）、米永書店、文苑堂書店、福永文苑
堂、Ｒ

リ ッ ク

ＩＣゆのはま、オレンジハート指宿店、
折田百貨店　ほか

指宿まるごと博物館ガイドブック

第１回

い
ぶ
す
き
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
　

い
ぶ
す
き
の
魅
力
っ
て
何
だ
ろ
う
？

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
い
ぶ
す
き
を
、

楽
し
み
な
が
ら
完
全
マ
ス
タ
ー
！

い
ぶ
す
き
検
定
！

い
ぶ
す
き
ま
る
ご
と
博
物
館
ガ
イ
ド
ブック

2013年2月15日（金）
検定料／一般  1500円
　   高校生以下  750円

検定
申し込み
締切日

検定日
2013年3月10（日）
指宿市民会館  10時～

主催・お問合せ　指宿商工会議所（TEL 0993-22-2473）
いぶすき検定ホームページ　http://www.ibusuki-cci.or.jp/ibusuki-kentei/

販売箇所／指宿商工会議所　菜の花商工会（山川本所・開聞支所）　 米永書店　文苑堂書店　福永文苑堂　RICゆのはま　オレンジハート指宿店　折田百貨店　他

1,500円
2012年12月20日発売！

（税込）

いぶすき検定
公式ガイドブック

第
２
回

家
族
支
援
の
会

特
定
健
診
の

追
加
健
診

早
期
発
見
で
早
期
治
療
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日
は
市
民
体
育
祭
。
新
し

　
　
　

く
な
っ
た
陸
上
競
技
場
で

最
高
の
天
気
に
恵
ま
れ
、
う
れ
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。
山
川
地
域
の

皆
さ
ん
、
優
勝
お
め
で
と
う
。

　
　

（
56
歳　

さ
わ
や
か
さ
ん
）

　
　
　

晴
れ
の
下
、
市
民
体
育
祭

　
　
　

は
多
く
の
市
民
が
地
区
の

威
信
を
か
け
て
、
白
熱
し
た
戦
い

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
走
り
や
す

く
な
っ
た
コ
ー
ス
で
は
、
新
記
録

が
次
々
と
生
ま
れ
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

　
　
　

近
、
広
報
い
ぶ
す
き
に
郷

　
　
　

土
の
お
菓
子
の
作
り
方
が

あ
り
、
早
速
芋
の
団
子
を
作
っ
て

み
ま
し
た
。
家
族
に
も
好
評
で
、

ま
た
作
っ
て
み
た
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
53
歳　

ラ
ブ
り
ん
）

　
　
　

れ
か
ら
も
、
地
元
の
食
材

　
　
　

を
使
っ
た
、
手
軽
な
料
理

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

年
前
、
池
田
湖
の
え
ぷ
ろ

　
　
　

ん
は
う
す
近
く
の
コ
ス
モ

ス
畑
が
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
こ

と
、
今
の
時
期
い
つ
も
思
い
出
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
53
歳　

女
性
）

　
　
　

ス
モ
ス
の
花
言
葉
は
「
乙

　
　
　

女
の
真
心
」「
乙
女
の
純
心
」。

そ
ん
な
言
葉
を
表
す
か
の
よ
う
に
、

今
年
も
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
し

た
。

　
　
　

宿
の
公
道
の
花
壇
が
夏
花

　
　
　

か
ら
秋
花
に
変
わ
り
、
散

歩
し
て
い
て
と
て
も
気
持
ち
い
い

気
分
に
な
り
ま
す
。
管
理
し
て
い

る
人
た
ち
に
い
つ
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

（
60
歳　

西
方
の
月
火
美
人
）

　
　
　

内
の
道
路
沿
い
の
花
壇
は
、

　
　
　

主
に（
財
）指
宿
温
泉
ま
ち

づ
く
り
公
社
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

今
は
主
に
菜
の
花
を
植
栽
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
１
月
に
満
開
に
な

る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　
　
　

年
ぶ
り
に
指
宿
温
泉
祭
の

　
　
　

花
火
大
会
を
港
か
ら
目
の

前
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
何
度
も

拍
手
す
る
場
面
が
あ
り
感
動
し
ま

し
た
。
た
だ
、
周
り
に
は
人
出
が

少
な
く
て
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

花
火
を
も
っ
と
多
く
の
市
民
に
楽

し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
55
歳　

女
性
）

　
　
　

か
ら
見
る
大
パ
ノ
ラ
マ
の

　
　
　

花
火
は
、
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
ね
。
ト
ン
ボ
や
花
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
花
火
も
あ

り
、
見
る
人
を
魅
了
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
来
年
は
も
っ
と
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

国
人
向
け
の
英
文
の
観
光

　
　
　

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
が

あ
れ
ば
入
手
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
78
歳　

男
性
）

　
　
　

で
は
、
英
語
、
韓
国
語
、

　
　
　

中
国
語
（
簡
体
字
、
繁
体

字
）
の
４
種
の
外
国
語
版
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
観
光
課
や
観
光
案
内
所
、

市
内
の
宿
泊
施
設
な
ど
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
観
光
課
観
光
企
画

室
（
☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２

６
））ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　

林
ヶ
島
の
展
望
台
の
こ
と

　
　
　

を
も
っ
と
詳
し
く
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
42
歳　

恋
）

　
　
　

林
ヶ
島
に
は
、
展
望
台
が

　
　
　

２
つ
あ
り
ま
す
。
３
０
４

段
の
階
段
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
南

展
望
台
が
あ
り
、
真
ち
ゅ
う
製
の

鐘
「C

チ
リ
ン
ズ

hirin ,s B

ベ

ル

ELL

」
と
「
幸
せ

繋つ
な

ぐ
投
函
箱
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

展
望
台
か
ら
は
、
魚
見
岳
が
き

れ
い
に
見
え
、
天
気
の
い
い
日
は

開
聞
岳
も
望
め
ま
す
。
そ
こ
か
ら

約
１
㎞
ほ
ど
歩
く
と
北
展
望
台
が

あ
り
、
小
島
や
桜
島
が
見
え
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
～
２
月
ご
ろ
ま
で

は
、
砂
州
が
出
現
し
ま
せ
ん
の
で

渡
島
は
で
き
ま
せ
ん
。

今

数外

数指 コ市

秋

港市

知 知

盛り上がった市民体育祭

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

最

南展望台から見える魚見岳

えぷろんはうす近くのコスモス畑

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
㉟
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
　5500年以上にわたる
繊維工業の歴史に欠か
せない存在のカイコや
9500年も前からペット
として飼われていた猫
…。世界の発展に大き
く貢献し、生活様式に
大きな影響を与えた50
の動物の興味深い話を
美しい写真とともに紹
介。

【内容】
　花岡勇気、中学２
年生。偏屈な老人、
当たり屋の少年、不
審な自動車事故など、
保険代理店のジョブ
トレーニングでの体
験が少しずつ勇気の
中の何かを変えてい
く―。勉強や部活、
恋に悩める少年たち
のための青春ストー
リー。

12月の図書館カレンダー

世界史を変えた５０の動物
エリック・シャリーン（著）
甲斐理恵子（訳）
原書房

図書館からのお知らせ
年末年始の休館
　指宿市立図書館は、12月29日（土）から平成25年
１月３日（木）まで休館となります。期間中に本を
返却するときは、返却ポストに入れてください。
イベントを開催
　指宿図書館では、12月23日（日）に次のイベント
を開催します。ご参加ください。
■ふゆのおはなし会
　時間　10：00～10：45
　場所　指宿図書館２階　多目的集会室
■折り紙で作るクリスマスツリー
　時間　11：00～11：30
　場所　指宿図書館２階　多目的集会室
　対象　小学生以上　　定員　20人
　内容　あらかじめ折り紙で作ったツリーに飾り

　　　付けを行います。
※事前に申し込みが必要です。指宿図書館の窓口

か電話（㉓2827）で申し込んでください。
■ビデオアニメ館
　時間　14：00～15：00
　場所　指宿図書館２階　多目的集会室
　内容　かさこ地ぞう、きょうはなんてうんがい
　　　　いんだろう　他

献本　次の方々から献本がありました（敬称略）
　　　柳瀬良行　　指宿七美

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

オレたちの明日に向かって
八束澄子（著）
ポプラ社

一般図書（山川図書館） 児童図書（指宿図書館）

日

行　

事　

な　

ど

1
土
い
ぶ
す
き
産
業
ま
つ
り（
～
２
日
）

砂
む
し
会
館「
砂
楽
」臨
時
休
館（
～
７
日
）

2
日
指
宿
養
護
学
校
学
習
発
表
会

3
月

4
火
人
権
教
育
講
演
会

エ
イ
ズ
検
査

5
�
心
の
健
康
相
談

動
物
愛
護
講
習
会

6
木

7
金

8
土
男
女
共
同
参
画
市
民
講
座

「
砂
楽
」ホ
ッ
ト
ウ
イ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス（
～
21
日
）

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン（
～
１
／
６
日
）

9
日
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売
日

10
月
指
宿
子
ど
も
劇
場

11
火

12
�

13
木
特
設
人
権
相
談

14
金

15
土
星
空
観
察
会
⑤

16
日
い
ぶ
す
き
忘
年
ウ
オ
ー
ク

指
宿
地
区
長
距
離
走
大
会

17
月

18
火

19
�

20
木
指
宿
ま
る
ご
と
博
物
館
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
売

ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば

21
金

22
土
指
商
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
企
画
展（
～
２
／
24
）

指
宿
の
珍
百
景
を
巡
る
旅

23
日　
天
皇
誕
生
日

24
月 　

振
替
休
日

異
文
化
体
験
講
座
②
中
国
料
理
講
座

イ
ブ
の
夜
に
国
際
交
流

イ
ブ
の
夜
に
ス
キ
焼
き

25
火

26
�

27
木

28
金
官
公
庁
仕
事
納
め

29
土

30
日

31
月

※
１
／
４（
金
）市
成
人
式・官
公
庁
仕
事
始
め

※
１
／
６（
日
）市
消
防
出
初
式

12
月
の
広
報
ご
よ
み

…休館日
…えほんのひろば(指宿図書館)	 10：30～11：15
　演じ手：槌橋保育園の先生方
…わらべうたのへや（指宿図書館）	 11：15～11：45
…ボランティアおはなし会（山川図書館）	 14：00～14：30
　演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん
…ふれあい映画会（山川図書館）	 14：30～15：10
…図書館フェスティバル（山川図書館）	 13：30～15：40
…よるのおはなし会（指宿図書館）	 19：30～20：00
　演じ手：図書館職員
…おはなしのとびら（指宿図書館）	 10：30～11：15	
　演じ手：あそびうたサークル「ぱすてる」の皆さん
…おはなしの時間（開聞農村環境改善センター図書室）15：00～16：00
　演じ手：おはなし会「バンビ」の皆さん
…ふゆのおはなし会（指宿図書館）	 10：00～10：45
…折り紙で作るクリスマスツリー（指宿図書館）	11：00～11：30
…ビデオアニメ館（指宿図書館）	 14：00～15：00

火曜

８日

４日
８日

９日

23日
23日

14日

17日

16日

23日

曜

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

こ
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指
宿
地
域

大
久
保
弦げ
ん
き輝　

大
園
原　

龍
太
郎

あ
ゆ
み

染
川
真ま

り

か
里
伽　

大
園
原　

勝　

哉

仁　

美

野
﨑
龍り
ゅ
う
の
す
け

之
介　

大　

当　

一　

宏

多
恵
子

田
中　
　

芯し
ん

※　

下
吹
越　

文　

明

尚　

代

田
原　

由ゆ

り梨　

北
十
町　

尚　

幸

千　

草

中
川　

創そ
う
し獅

※　

湯
之
里　

英　

樹

恵　

里

園
田　

拓た
く
み実

※　

湊　

上　

龍
一
郎

め
ぐ
み

大
重　

菜な

お緒　

迫　

南　

理
亜
菜

池
上　

絢あ
や
ね音

※　

迫　

北　

大　

貴

恵　

子

和
田
迫
朝あ
さ
ひ陽　
摺
ヶ
浜
南　

大　

地

明　

奈

力
久　

遙は
る
き生　
摺
ヶ
浜
南　

真　

嗣

麻　

美

上
敷
領
大た
い
が雅　

下　

里　
　

聡　
寿　

幸

野
元
し
ず
く　

石　

嶺　
　

誠　
か
お
り

山
川
地
域

蓮
香　

夢ゆ
う
さ咲

※　

町
４
区
西　

健　

史

美　

樹

樋
口　

翔し
ょ
う
と乙

※　

町
６
区　

康　

夫

恵　

美

鳥
越　
　

諒り
ょ
う　

成
川
浜　

啓　

太

小　

春

谷
口　
　

杏あ
ん　

下　

原　

優　

介

可
奈
恵

開
聞
地
域

宿
里　

琉り

く空
※　

東
開
聞　

卓　

也

由　

紀

室
屋　

咲さ

え英　

上　

手　

亮　

平

康　

江

永
吉　

真ま

り理
※　

上　

手　

忠　

行

聖　

子

市
外

横
井　

春は
る
き樹　

熊
本
県

宇
城
市　

裕　

樹

綾　

子

秦　
　

永え
い
た大　

大
分
市　

祐　

介

は
る
み

今
井　

優ゆ
う
ほ帆　

東
京
都

板
橋
区　

孝
太
郎

か
や
の

引
地　

真し
ん
じ士

※　

鹿
児
島
市　

大　

地

志　

保

酒
井　
　

花は
な

※　

福
岡
市

南　

区　

隆　

好

育　

代

高
田　

瑞み
ず
き輝　

大
阪
市

東
淀
川
区　

宗　

宣

亜
依
莉

大
熊　
　

開か
い　
神
奈
川
県

綾
瀬
市　

一　

彰

奈　

月

今
村　

大や
ま
と和

※　

長
崎
県

東
彼
杵
町　

雄　

二

智　

子

川
野　

颯そ
う
た太

※　

い
ち
き

串
木
野
市　

俊　

一

聡　

美

指
宿
地
域

南　
　
　

ヨ
シ
エ　

80　

中
小
路

花　

園　
　
　

造　

94　

木
之
下

尾
ノ
上　

義　

照　

86　

外
城
市

髙　

田　

ス
ミ
ヱ　

93　

高
野
原

入　

鹿　

明　

光　

73　

高
野
原

引　

地　

辰　

雄　

82　
大
牟
礼
西

尾　

辻　

正　

樹　

31　

二
月
田

家　

中　

ミ
チ
エ　

89　

湊　

上

渡　

瀬　

愛　

子　

63　

迫　

北

池　

元　

ミ
サ
ヱ　

93　

丈　

六

𦥑　

山　

勝　

見　

80　

臼　

山

中　

﨑　

三　

郎　

64　

二
月
田

下
川
床　

サ
チ
子　

80　

宮
之
前

吉　

冨　
　
　

功　

77　

南
迫
田

中　

村　

光　

雄　

68　

迫　

南

福　

元　

サ　

ミ　

89　

迫　

北

　
　

屋　
　
　

亨　

77　

湯
之
里

岡　

元　

リ
ツ
子　

64　

下
吹
越

山
川
地
域

森　
　
　

シ
ゲ
子　

81　

大　

石

前　

畠　

友　

吉　

90　
　

中

池　

元　

時　

雄　

83　
　

鰻

濱　

田　

タ
キ
エ　

83　
東（
岡
児
ヶ
水
）

小　

川　

行　

夫　

87　

小
川
東

海　

川　

イ
チ
エ　

91　

徳
光
苑

福　

永　

茂　

幸　

90　

前
薗
上

中　

間　

リ
キ
エ　

83　

後
馬
場

中　

村　

三　

德　

78　

中　

村

開
聞
地
域

越　

智　

一　

明　

43　

苙　

口

田　

中　

幸　

吉　

96　

田　

中

坂　

元　

兼　

吉　

95　

物　

袋

吉　

永　
ウ
メ
ヨ
シ　

98　

加　

治

山　

田　

ミ
チ
ヱ　

83　

鎮　

守

中　

拂　

武　

志　

73　

荒　

田

祝　

迫　
　
　

茂　

81　

川
尻
北

松　

元　

ミ
ノ
エ　

90　

蛭　

子

水　

溜　

フ
ミ
エ　

82　

川
尻
上

市
外

坂　

元　

清　

一　

34　
鹿
児
島
市

中　

村　

ユ
キ
ノ　

101　
鹿
児
島
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
出

時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・
開

聞
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
、

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で
も
、

希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す
の
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

10
月

  31 
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

元気でモテる男になっ
て下さい。

中川　創
そう し

獅ちゃん
すくすく育つ芽のよう
に、元気に育ってね。

田中　芯
しん

ちゃん

元気に育ってください
園田　拓

たく み

実ちゃん

やさしく元気な子に育
ってね！

大きな夢を咲かせて幸
せにな～れ！！

兄弟五人、元気に仲良
く遊んでね！

元気に生まれて来てく
れて有難う。

元気で明るく育ってね

しんくんへ、まっすぐ
立派に育ってね♡

たくましく、心の優し
い男の子に育ってね。

元気に育ってね お姉ちゃんと仲良くすく
すく育ってくださいね

池上　絢
あや ね

音ちゃん蓮香　夢
ゆう さ

咲ちゃん樋口　翔
しょうと

乙ちゃん永吉　真
ま り

理ちゃん 宿里　琉
り く

空ちゃん

引地　真
しんじ

士ちゃん川野　颯
そう た

太ちゃん 今村　大
やま と

和ちゃん 酒井　花
はな

ちゃん

わが家の宝物。元気い
っぱい大きくなってね

大久保	翔
しょうき

稀ちゃん
【大園原】

　

宝
く
じ
助
成
金
は
、
地
域
が
実

施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を

促
進
し
、
健
全
な
発
展
を
図
る
と

と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

目
的
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
田
之
畑
、
温

湯
、
尾
掛
、

下
吹
越
の
４

団
体
が
、
芝

刈
機
や
テ
ン

ト
、
放
送
施

設
な
ど
の
整

備
を
行
い
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

シ
リ
ー
ズ
共
生
・
協
働

宝
く
じ
助
成
金
を
地
域
振
興
に

下吹越地区の無線放送

田之畑地区の芝刈機・投光機

尾掛地区の音響設備 温湯地区のテント

〜子どもはまちの宝です〜
じ ま ん

応募・問い合わせ先
　市長公室広報統計係　☎�2111（内線172）
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会　岩下　正美

Doctor

　

現
代
の
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、

最
も
一
般
的
な
目
の
病
気
は
白
内
障

で
す
。
白
内
障
は
目
の
中
の
レ
ン
ズ

で
あ
る
水
晶
体
が
濁
る
病
気
で
す
。

目
の
レ
ン
ズ
の
役
割
を
し
て
い
る
水

晶
体
が
濁
り
、
視
力
が
低
下
し
ま
す
。

　

主
な
症
状
は
、
か
す
ん
で
見
え
る
、

ぼ
ん
や
り
二
重
に
見
え
る
、
暗
い
と

見
え
に
く
く
な
る
、
明
る
い
と
こ
ろ

へ
出
る
と
ま
ぶ
し
く
見
え
る
、
な
ど

で
す
。

　

原
因
は
、
加
齢
に
よ
る
変
化
で
、

こ
れ
を
加
齢
性
（
老
人
性
）
白
内
障

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
早
い
人
で
は
40

歳
代
か
ら
症
状
が
現
れ
、
60
歳
代
で

は
60
～
70
％
、
70
歳
代
で
は
80
～
90

％
、
80
歳
代
で
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
原
因
と
し
て
、
外
傷
や

糖
尿
病
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
、

他
の
病
気
に
引
き
続
い
て
お
こ
る
も

の
や
、
放
射
線
や
薬
の
副
作
用
で
お

こ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

白
内
障
を
診
断
す
る
た
め
の
主
な

検
査
は
、
視
力
検
査
、
細さ
い
げ
き
と
う

隙
灯
顕
微

鏡
検
査
、
眼
底
検
査
な
ど
で
す
。
細

隙
灯
顕
微
鏡
検
査
で
は
、
特
殊
な
顕

微
鏡
で
水
晶
体
の
断
面
を
み
ま
す
。

こ
れ
で
白
内
障
の
有
無
や
濁
り
の
程

度
が
分
か
り
ま
す
。
眼
底
検
査
は
眼

球
の
奥
に
あ
る
網
膜
の
状
態
を
診
る

検
査
で
す
。

　

白
内
障
以
外
の
視
力
低
下
の
原
因

を
調
べ
る
た
め
に
必
要
な
検
査
で
す
。

　

白
内
障
に
な
っ
た
場
合
、
比
較
的

軽
度
で
視
力
に
あ
ま
り
影
響
が
な
い

時
は
、
点
眼
薬
や
内
服
薬
で
進
行
を

抑
え
る
治
療
を
行
い
ま
す
。
す
で
に

濁
っ
て
し
ま
っ
た
水
晶
体
は
、
薬
で

元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

症
状
が
進
む
と
最
終
的
に
手
術
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

手
術
は
濁
っ
た
水
晶
体
を
取
り
除

き
、
代
わ
り
に
人
工
レ
ン
ズ
（
眼
内

レ
ン
ズ
）
を
挿
入
し
ま
す
。
水
晶
体

を
乳
化
吸
引
す
る
超
音
波
吸
引
術
と
、

折
り
た
た
ん
で
眼
内
レ
ン
ズ
を
挿
入

す
る
手
法
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
手
術
の
切
開
幅
が
３
㎜
以
下

と
狭
い
た
め
、
縫
合
を
し
な
い
で
（
無

縫
合
）
で
創
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
日
帰
り
手
術
も

行
わ
れ
ま
す
。
麻
酔
は
点
眼
麻
酔
で

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
痛
み
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

手
術
後
は
感
染
の
予
防
と
日
常
生

活
の
管
理
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
白
内
障
手
術
の
手
技
は
日

々
進
歩
し
て
お
り
、
早
期
の
視
力
回

復
や
社
会
復
帰
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
は
通
常
の
白
内
障
の
場
合

で
す
。
水
晶
体
が
非
常
に
硬
い
場
合

で
は
、
水
晶
体
の
核
を
丸
ご
と
取
り

出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
水
晶
体
囊の
う

外
摘
出
術
）。ま
た
水
晶
体
を
支
え
て

い
る
チ
ン
小
帯
が
外
れ
て
い
る
と
、

眼
内
レ
ン
ズ
を
眼
球
内
に
縫
合
す
る

た
め
に
、
手
術
侵し
ん
し
ゅ
う襲も

大
き
く
、
手

術
時
間
も
長
く
な
り
ま
す
。
見
え
方

に
不
具
合
を
感
じ
た
ら
早
め
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

白内障について
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